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◉
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
っ
て
何
？

ー
45
年
後
も
１
億
人
を
維
持

　　
国
は
平
成
72
年
（
２
０
６
０
年
）
ま
で

の
長
期
的
な
人
口
推
計
を
示
し
、
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は

平
成
72
年
に
８
６
４
７
万
人
ま
で
減
少
し

て
し
ま
う
と
こ
ろ
を
、
合
計
特
殊
出
生
率

（
1
人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
子
ど
も
の

平
均
人
数
）
を
２・
０
７
ま
で
段
階
的
に

引
き
上
げ
、
45
年
後
も
１
億
人
台
を
キ
ー

プ
す
る
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
こ
れ
が
国

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

◉
中
期
的
に
見
て
ど
う
な
る
の
？

ー
10
年
後
も
４
千
人
台
を
維
持

　
　

　
平
成
72
年
ま
で
の
推
計
は
長
期
的
す
ぎ

る
感
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
雄
武
町
で
は

中
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
10
年
後
の
平
成

37
年
（
２
０
２
５
年
）
の
推
計
に
着
目
し

ま
し
た
。
現
在
の
人
口
は
約
４
５
０
０
人

で
す
。
国
立
研
究
所
の
推
計
で
は
、
平
成

37
年
に
３
８
４
５
人
ま
で
減
少
し
ま
す

が
、
前
述
の
推
計
条
件
を
目
標
と
す
る
こ

と
で
４
１
１
１
人
と
な
り
ま
す
。

◉
め
ざ
す
べ
き
取
組
方
向
は
？

　

雄
武
町
は
農
林
水
産
業
の
ま
ち
で
あ

り
、
こ
う
し
た
地
域
産
業
の
成
長
策
に

よ
っ
て
、
所
得
の
向
上
と
雇
用
創
出
を
図

る
こ
と
が
最
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
昭
和
の
時
代
の
高
い
出
生
率
へ

の
回
帰
を
果
た
す
た
め
に
は
、
結
婚
か
ら

出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
家
庭

経
済
支
援
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
移
住
体
験
や
住
宅
取
得
・
改

修
支
援
な
ど
、住
環
境
の
充
実
を
ソ
フ
ト・

ハ
ー
ド
両
面
で
行
い
、
人
口
減
少
を
食
い

止
め
て
い
き
ま
す
。

◉
人
口
対
策
の
基
本
的
な
方
向
を

　
示
す
「
雄
武
町
総
合
戦
略
」

　　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
よ
う
に
「
10

年
後
も
４
０
０
０
人
」
を
維
持
す
る
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
、
と
い
っ
た
基
本
的
方

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

雄
武
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総
合
戦
略
を
策
定

平
成
20
年
を
境
に
日
本
全
体
が
人
口
減
少
に
突
入
し
、
ま
た
、
大
都
市
へ
の
人
口
の
過

度
な
集
中
を
是
正
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
制

定
さ
れ
、
雄
武
町
で
は
昨
年
度
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
り
、町
民
各
層
で
構
成
す
る
策
定
審
議
会
（
田

口
洋
会
長
、
16
人
）
に
諮
問
。
本
年
３
月
に
答
申
を
受
け
、
正
式
決
定
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
内
容
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
雄
武
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

ー
45
年
後
の
推
計
を
１
千
人
是
正

　　

雄
武
町
も
平
成
72
年
ま
で
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
国
立
研
究
所

の
推
計
で
は
平
成
72
年
に
１
８
９
０
人
ま

で
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
推
計

条
件
を
5
年
後
に
合
計
特
殊
出
生
率
１
・

８
（
現
在
１・
４
８
）、
社
会
増
減
±
０

人
に
回
復
す
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
こ
と

で
、
研
究
所
の
推
計
よ
り
約
１
０
０
０
人

増
の
２
８
８
４
人
を
目
標
人
口
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。

向
性
を
取
り
ま
と
め
た
の
が
「
雄
武
町
総

合
戦
略
」
で
す
。
高
度
経
済
成
長
期
に
は

１
万
人
を
超
え
て
い
た
人
口
も
今
で
は
半

分
以
下
に
な
り
、
地
域
の
存
亡
に
関
わ
る

危
機
が
迫
る
中
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
雄
武
町
を
50

年
後
、
１
０
０
年
後
の
世
代
に
し
っ
か
り

と
引
き
継
ぐ
こ
と
が
私
た
ち
町
民
の
使
命

で
す
。

　
雄
武
町
総
合
戦
略
は
、
国
の
法
律
に
基

づ
い
て
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の

５
カ
年
を
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
町
で
は
「
第
５
期
雄
武
町
総
合
計
画
」

を
最
上
位
計
画
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
雄
武
町
の
総
合
戦
略

は
第
５
期
総
合
計
画
に
お
け
る
人
口
対
策

を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
て
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

◉
第
６
期
総
合
計
画
へ
の
反
映

　
現
在
の
第
５
期
総
合
計
画
は
平
成
29
年

度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
30
年
度
を
始
期

と
す
る
第
６
期
総
合
計
画
樹
立
に
向
け
、

町
で
は
本
年
度
か
ら
策
定
作
業
を
開
始
し

ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
や
町
議
会
、研
究
機
関
な
ど
と
連
携・

協
働
し
な
が
ら
雄
武
町
の
未
来
予
想
図
を

描
き
、
よ
り
実
行
性
の
高
い
計
画
内
容
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
雄
武

町
の
政
策
理
念
は
「
人
口
減
少
危
機
を
総

力
で
打
開
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、

こ
う
し
た
意
味
で
も
総
合
戦
略
は
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
す
重
要
な
た
た

き
台
と
な
る
も
の
で
す
。

◉
戦
略
の
基
本
的
な
考
え
方

　
人
口
減
少
は
、
経
済・雇
用・医
療・福
祉・

ま
ち
づ
く
り
、
社
会
資
本
な
ど
地
域
社
会
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
重
な
り
合

い
生
じ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
対
応
に

あ
た
っ
て
は
、
幅
広
い
政
策
分
野
を
対
象
と

し
た
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
将
来
リ
ス
ク
に

備
え
、
待
っ
た
な
し
の
人
口
対
策
は
地
域
の

役
割
と
総
合
力
が
試
さ
れ
る
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
総
合
戦
略
は
そ
の
た
め
に
必
要
な

施
策
推
進
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

◉
４
つ
の
基
本
戦
略
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ

　
雄
武
町
の
総
合
戦
略
で
は
、
産
業
、
雇

用
、
移
住
定
住
、
出
産
・
子
育
て
、
住
生

活
な
ど
の
充
実
を
図
る
た
め
、
４
つ
の
基

本
戦
略
を
設
定
し
、
雄
武
町
の
創
生
に
向

け
た
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、基
本
戦
略
ご
と
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ（Key 

Perform
ance Indicators

の
略
記
。

日
本
語
で
「
重
要
業
績
評
価
指
標
」
と
い

い
ま
す
。）
を
数
値
で
設
定
し
、
戦
略
の

進
捗
状
況
の
管
理
に
活
用
し
ま
す
。

区　　分 推計条件 2010年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年 55年 60年

国立社会保障・
人口問題研究所
の推計

転出割合はやや収まる
が、出生率は1.18まで
低下

4,939 4,537 4,190 3,845 3,517 3,206 2,905 2,614 2,350 2,108 1,890

雄武町
人口ビジョン

2020 年に出生率が 1.8
に回復・維持、社会増
減が 5 年かけて± 0 人

4,939 4,537 4,285 4,111 3,931 3,753 3,562 3,367 3,191 3,028 2,884

2010 年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年 55年 60年
平成 37年 平成 72年

（人）
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国立研究所の推計

中
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期
的
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45
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雄武町人口ビジョンにおける推計比較

雄武町人口ビジョン・総合戦略策定

人

人
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2
3 1

雄武町人口ビジョン・総合戦略策定

雄
武
町
の
強
み
を

活
か
し
た

産
業
と
雇
用
の
場
を

つ
く
る

雄武町総合戦略
4 つの基本戦略と KPI（重要業績評価指標）

人
々
が
地
域
に
定
着
す
る
た

め
に
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
、
多
様
な
人
材
が

自
ら
の
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
生
活
の
糧
と
な
る
安
定

的
な
所
得
が
得
ら
れ
る
就
業

の
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
本
町
が
優

位
性
を
持
つ
農
林
水
産
業
な

ど
の
地
域
産
業
に
つ
い
て
、

需
要
動
向
や
市
場
の
変
化
な

ど
に
も
適
切
に
対
応
し
、
そ

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

雇
用
機
会
の
拡
大
、
女
性
や

若
者
、
高
齢
者
な
ど
の
活
躍

を
推
進
し
ま
す
。

雄
武
町
ら
し
さ
を

活
か
し

人
を
呼
び
込
み
・

呼
び
戻
す

他
地
域
か
ら
の
人
口
流
入
促
進
や
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地

域
へ
の
積
極
的
な
人
の
呼
び
込
み
、

転
出
者
の
呼
び
戻
し
が
必
要
で
あ

り
、
観
光
振
興
等
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
や
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
を

含
む
移
住
・
定
住
の
促
進
策
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
を
産
み

育
て
た
い
と
い
う

希
望
を
か
な
え
る

人
口
の
自
然
減
の
対
応
に
向
け

て
は
、
出
生
率
の
向
上
が
重

要
で
あ
り
、
結
婚
や
出
産
が
個

人
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
こ
と
を
基
本
に
し
つ
つ
、
結

婚
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
た
い
と
思
う
世
代
の
希

望
を
か
な
え
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
子
ど
も
は
本
町
の
将
来
を

担
う
大
切
な
存
在
で
あ
る
と
の

認
識
に
立
っ
て
、
結
婚
か
ら
出

産
、
子
育
て
に
わ
た
る
切
れ
目

の
な
い
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
】

◆�

基
幹
産
業
の
雇
用
創
出
に
よ
る
就
業
者
数

５
年
間
で
30
人
（
農
業
16
人
、
水
産

業
10
人
、
そ
の
他
4
人
）

【
主
な
施
策
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
】

◆
新
規
就
農
者
数　
５
年
間
で
３
人

◆
農
業
法
人
化
数　
５
年
間
で
３
法
人

◆�

森
林
認
証
林
の
拡
大

　

�

５
年
後
に
２
０
０
㌶
（
5
年
間
で
の

森
林
施
業
１
０
０
０
㌶
中
、
５
分
の

１
を
取
得
す
る
）

◆�

水
産
加
工
業
従
業
員
数

　

�

５
年
後
に
５
３
０
人

　
（
策
定
時
５
２
５
人
）

【
基
本
目
標
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
】

◆
転
入
者
数

　

�

５
年
後
ま
で
に
年
間
30
人
増
（
現

状
で
年
間
約
１
４
０
人
の
転
入
者

を
30
人
増
加
し
、
１
７
０
人
を
目

標
と
し
ま
す
）

◆
転
出
者
数

　

�

５
年
後
ま
で
に
年
間
30
人
減
（
現

状
で
年
間
約
２
０
０
人
の
転
出
者

を
30
人
抑
制
し
、
１
７
０
人
を
目

標
と
し
ま
す
）

【
主
な
施
策
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
】

◆�

紋
別
空
港
助
成
制
度
に
よ
る
来
町

人
口

　

�

５
年
後
ま
で
に
年
間
２
５
０
０
人

（
策
定
時
１
９
６
０
人
）

◆
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
利
用
人
数

　

�

５
年
間
で
60
人

　
（
過
去
5
年
間
で
43
人
）

◆�

住
宅
整
備
、
移
住
宅
地
制
度
に
よ

る
移
住
者
数

　
５
年
間
で
30
人　
　

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
受
入
れ
人
数

　
５
年
間
で
８
人

【
基
本
目
標
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
】

◆
出
生
数

　

�

５
年
間
で
１
７
６
人
（
５
年
後
の
合

計
特
殊
出
生
率
１・
８
を
達
成
す
る
た

め
の
人
数
で
、
年
間
約
35
人
以
上
の

出
生
が
必
要
）　

◆
合
計
特
殊
出
生
率　
５
年
後
に
１・８

◆
婚
姻
数

　

�

５
年
間
で
１
１
０
件
（
過
去
3
カ
年

平
均
の
戸
籍
窓
口
婚
姻
届
出
数
22
件

×
５
カ
年
）

【
主
な
施
策
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
】

◆
35
～
39
歳
に
お
け
る
未
婚
率

　
男
性　
５
年
後
に
30
％（
策
定
時
37
％
）

　
女
性　
５
年
後
に
10
％（
策
定
時
12・３
％
）

◆�

一
般
不
妊
治
療
費
用
の
助
成
制
度
年

間
利
用
人
数

　
３
人
（
平
成
28
年
度
か
ら
の
新
制
度
）

◆
保
育
所
待
機
児
童　
ゼ
ロ
を
継
続

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童

　
ゼ
ロ
を
継
続

◆
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
件
数

　
５
年
間
で
０
件

◆�

漁
獲
高

　
５
年
後
に
54
億
円
（
策
定
時
51
億
円
）

◆
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
年
間
宿
泊
者
数

　

�

５
年
後
に
１
万
３
０
０
０
人

　
（
策
定
時
１
万
人
）

◆�

製
造
品
年
間
出
荷
額

　
５
年
後
に
１
５
０
億
円

　
（
策
定
時
１
４
９
億
円
）

◆�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　
５
年
後
ま
で
に
年
間
１
億
円

　
（
策
定
時
６
５
０
０
万
円
）

◆�

女
性
の
就
業
率

　
５
年
後
に
75
％
（
策
定
時
73
％
）

◆�

福
祉
的
就
労
の
場
の
設
置
数

　
5
年
後
ま
で
に
１
カ
所

◆
若
者
（
20
～
34
歳
）
の
就
業
率

　
５
年
後
に
88
％
（
策
定
時
85
％
）

◉
基
本
戦
略
１

◉
基
本
戦
略
２

◉
基
本
戦
略
３
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雄武町人口ビジョン・総合戦略策定

4雄
武
町
に

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

生
活
環
境
を

整
え
る

町
民
が
地
域
で
心
豊
か
に
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
だ
け
身

近
に
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
そ
こ

に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅

力
あ
る
生
活
・
定
住
の
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
あ
り
、
低
下
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
再
構

築
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
の

積
極
的
活
用
な
ど
、
医
療
・
福

祉
を
は
じ
め
、
買
い
物
や
教
育

環
境
、
地
域
交
通
の
確
保
、
災

害
等
の
対
応
と
い
っ
た
様
々
な

分
野
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
機
能

の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

◉
基
本
戦
略
４

【
基
本
目
標
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
】

◆
国
民
健
康
保
険
病
院
常
勤
医
師
数

　
５
年
後
ま
で
に
３
人
（
策
定
時
２
人
）

【
主
な
施
策
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
】

◆�

介
護
保
険
１
号
被
保
険
者
の
う
ち
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
の
割
合

　

�

５
年
後
に
86
・
5
％
以
上
（
町
高
齢

者
福
祉
計
画
の
目
標
値
と
整
合
を
図

り
、元
気
な
高
齢
者
」の
比
率
を
向
上
）

◆�

学
校
の
授
業
以
外
に
普
段
、
１
日
当

た
り
１
時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
割
合

　
小
学
６
年  

87
％
以
上（
策
定
時
53・１
％
）

　
中
学
３
年  

90
％
以
上（
策
定
時
56・８
％
）

◆
町
内
自
治
会
加
入
率

　
90
％
以
上
の
維
持
（
策
定
時
90
％
）

◆
地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
ビ
ニ
※
の
設
置
数

　
５
年
後
ま
で
に
３
箇
所　

※
地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
ビ
ニ

　

�

雄
武
町
総
合
戦
略
で
用
い
る
地
域
ふ

れ
あ
い
コ
ン
ビ
ニ
と
は
、
町
内
各
地

域
に
お
い
て
高
齢
者
を
は
じ
め
地
域

の
町
民
が
集
い
、
食
品
や
日
用
品
な

ど
の
買
物
が
で
き
る
と
と
も
に
、
健

康
づ
く
り
な
ど
各
種
講
習
会
の
開
催

な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
賑
わ
い
の

創
出
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
強
化

す
る
拠
点
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

本
戦
略
で
は
、
幌
内
、
魚
田
、
沢
木

の
３
箇
所
の
設
置
を
想
定
。

◆�

図
書
館
に
お
け
る
町
民
１
人
当
た
り

年
間
貸
出
冊
数

　
10
冊
（
策
定
時
７
冊
）

◆
自
主
防
災
組
織
数

　

�

５
年
後
ま
で
に
15
団
体
（
策
定
時
３

団
体
、
特
に
海
沿
い
の
自
治
会
に
対

し
て
組
織
化
を
呼
び
掛
け
ま
す
）

◆
消
防
団
員
数　
１
１
０
人
を
維
持

雄
武
町
総
合
戦
略
策
定
審
議
会

◉
会
長　
田
口　
洋
（
町
商
工
会
）

◉
会
長
職
務
代
理
者　
福
士
登
美
夫

（
北
見
信
用
金
庫
雄
武
支
店
）

◉
委
員
（
五
十
音
順
）

　
相
坂　
英
代
（
公
募
委
員
）

　
大
山　
　
勉
（
雄
武
高
等
学
校
）

　
工
藤　
　
瞳
（
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
）

　
佐
々
木
伸
行
（
町
森
林
組
合
）

　
佐
藤　
慶
幸
（
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
）

　
滝
田　
好
治
（
町
小
中
学
校
校
長
会
）

　
直
井　
香
織
（
町
子
ど
も・子
育
て
会
議
）

　
成
田　
賢
吾
（
北
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
雄
武
支
所
）

　
新
山　
貴
文
（
雄
武
水
産
加
工
業
協
同
組
合
）

　
瓶
子　
博
克
（
雄
武
建
設
業
協
会
）

　
目
黒　
泰
一
（
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）

　
安
田　
将
治
（
雄
武
漁
業
協
同
組
合
）

　
山
片　
正
晃
（
稚
内
信
用
金
庫
雄
武
支
店
）

　
渡
邊　
　
恵
（
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
）

※
敬
称
略

人口対策は「総合的」に

　単純に、雄武町の人口を減ら
さないためには、合計特殊出生率
を現在の１・48 から２・07 に
引き上げ、社会増減を±０にする
ことです。多くの自治体は、これ
までも総合計画や過疎地域計画な
どによって対策を進めてきました
が、一部のベッドタウンなどを除
いて、なかなか効果が上がらない、
厳しい現状があります。
　しかし今、全国の食卓に食料を
供給し、森林など国土保全にも必
要な農山漁村が見直され、田舎暮
らしがブームになるなど、明るい
兆しも見えています。
　総合戦略は名称のとおり一部の
政策に特化したものではなく、人
口対策を「総合的」に進めるため
の戦略となっています。
　なお、雄武町の総合戦略は、急
速な社会情勢の変化に対応するた
め、都度、見直しができることに
なっていますので、意見や提案な
どがございましたら、ぜひ担当ま
でお寄せください。

【担当窓口】
　雄武町の人口ビジョンと総合
戦略の全体版は、町ホームペー
ジに掲載しています。また、冊
子を希望する人は、問い合わせ
ください。
■ E-mail
　kikaku@town.oumu.hokkaido.jp
問財務企画課　企画調整係

　
今
回
の
総
合
戦
略
策
定
に
あ
た
っ
て
、
町

か
ら
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
て
、
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
委
員

は
20
代
か
ら
60
代
ま
で
16
人
、
比
較
的
若

い
方
々
も
集
ま
り
、
産
業
や
子
育
て・教
育
、

集
落
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
立
場
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
５
回
の
審
議
会
と
い
う
こ
と
で
、
分

野
に
よ
っ
て
は
な
か
な
か
具
体
的
に
審
議

が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
町
で
は
本
年
度
か
ら
新
し
い
総
合
計
画

の
策
定
を
進
め
る
た
め
、
再
度
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る
策
定
推
進
会
議
を
立
ち
上

げ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
こ

の
総
合
戦
略
の
方
向
性
を
よ
り
具
体
化
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
る
実
効
的
な

計
画
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

幅
広
い
世
代
の
方
々
か
ら

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総合戦略策定審議会
会長　田口　洋 さん

【
農
業
】

　

�

担
い
手
確
保
と
生
産
規
模
拡
大
を
重
点
的

に
推
進
し
て
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
高
収
益
型
の
酪

農
畜
産
基
地
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
。

【
林
業
】

　

�

森
林
認
証
の
国
際
化
や
拡
大
に
伴
い
、

認
証
材
の
効
果
的
な
活
用
促
進
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
課
題
解
決

に
向
け
た
検
討
も
並
行
し
て
進
め
よ
う
。

【
水
産
業
】

　

�

Ｅ
Ｕ
向
け
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の
衛
生
基

準
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
全
体

で
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
を
め
ざ

し
て
、
生
産
者
や
団
体
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
こ
う
。

【
中
小
企
業
等
】

　

�

中
小
企
業
振
興
条
例
を
継
続
し
、ま
た
、

個
人
の
起
業
を
支
援
す
る
制
度
の
充

実
に
努
め
よ
う
。

【
女
性
の
活
躍
、
仕
事
と
子
育
て
を

両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
】

　

�

未
満
児
保
育
ニ
ー
ズ
の
的
確
に
把
握
し

て
、
保
育
環
境
お
よ
び
体
制
の
充
実
に

よ
り
、保
育
所
入
所
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」

を
恒
久
的
に
維
持
し
て
い
こ
う
。

【
若
者
の
活
躍
、
教
育
の
環
境
づ
く
り
】

　

�

郷
土
愛
を
育
む
教
育
を
一
層
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
雄
武
高
等
学
校
の
絶
対

的
な
存
続
に
向
け
た
支
援
と
、
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
も
含
め
た
若
者
と
地
元
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
よ
う
。
ま
た
、
図
書
館
建
設

に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
町
民
は
も
と
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
本
と
ふ
れ
あ
う
機

会
を
拡
大
し
、
学
力
向
上
を
図
ろ
う
。

【
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
活
躍
】

　

�

福
祉
的
就
労
の
場
の
設
置
に
向
け
て
、
本

町
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
運
営
形
態
や
手

法
を
具
体
化
し
て
、
本
戦
略
の
期
間
内

に
お
い
て
、
確
実
に
開
設
を
め
ざ
そ
う
。

【
交
流
人
口
の
拡
大
、
居
住
環
境
の
魅
力
を

活
か
し
た
移
住
・
定
住
の
促
進
】

　

�

既
存
の
建
物
を
活
用
し
た
「
お
試
し
暮

ら
し
住
宅
」
の
拡
充
や
、
空
き
家
対
策

（
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
、
危
険
住
宅
の

解
消
）
を
進
め
て
い
こ
う
。

【
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
】

　

�

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
医
師
を
は
じ
め

医
療
技
術
者
や
介
護
福
祉
人
材
等
の

確
保
強
化
を
図
っ
て
い
こ
う
。

【
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
テ
ィ

の
再
構
築
、
買
い
物
の
利
便
性
の
確
保
】

　

�「
地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
ビ
ニ
」
の
設
置
に

つ
い
て
、
地
域
の
方
々
と
協
議
し
て
的
確

な
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

雄
武
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
に
セ
ン

タ
ー
機
能
を
集
約
す
る
な
ど
、
町
民
と
行

政
が
協
働
し
て
検
討
を
進
め
て
い
こ
う
。

　
総
合
戦
略
策
定
審
議
会
で
の
主
な
意
見
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◉四輪以上および三輪の軽自動車
◆�平成 27年４月１日以後に新規登録※ 1した車両についての税率が引き上げとなりました。
◆�平成 28年度から、環境負荷の大きい新規登録後 13年を経過した車両は、「重課税率」が適用されます。

◆�平成 27年４月１日から 28年３月 31日までに新規登録した車
両で、低排出ガスおよび燃費性能のすぐれた環境負荷の小さい
車両について燃費に応じた「グリーン化特例」が適用されます。
※ 1新規登録～�初めて車両番号の指定を受けること。
　　　　　　　（自動車検査証の「初年度検査年月」が該当）

軽自動車税の税率が
変わりました

平成28年度から

車　　　種

税　　　　　　　　率

旧税率
（１）

新税率
（２）

グリーン化特例 重課税率

（３）ア （３）イ （３）ウ （４）

四　
　
　
　
輪

乗用・営業用 5,500 円 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円 8,200 円

乗用・自家用 7,200 円 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円 12,900 円

貨物・営業用 3,000 円 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円 4,500 円

貨物・自家用 4,000 円 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円 6,000 円

三　　　　輪 3,100 円 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円 4,600 円

（１）車検証の初度検査年月が平成 15年から 27年３月 31日の車両。
（２）車検証の初度検査年月が平成 27年４月１日以後の車両。ただし（３）に該当する車両を除く
（３）車検証の初度検査年月が平成27年４月１日から28年３月31日までの車両で次の基準に適合する車両
　【軽乗用車】
　　ア：電気自動車および天然ガス自動車（平成 21年排ガス規制NOx10％以上低減達成車）
　　イ：平成 17年排ガス基準 75％低減達成車で 32年度燃費基準＋ 20％達成車
　　ウ：平成 17年排ガス基準 75％低減達成車で 32年度燃費基準達成車
　【軽貨物車】
　　ア：電気自動車および天然ガス自動車（平成 21年排ガス規制NOx10％以上低減達成車）
　　イ：平成 17年排ガス基準 75％低減達成車で平成 27年度燃費基準＋ 35％達成車
　　ウ：平成 17年排ガス基準 75％低減達成車で平成 27年度燃費基準＋ 15％達成車
（４）新規登録後 13年を経過した車両
　　�平成 28年度については車検証の初度検査年月が平
成 14年以前の車両

　　※�ただし、燃料の種類が電気・天然ガス・メタノール・
混合メタノール・ガソリン電気併用の軽自動車お
よび被けん引車を除く。

◉原動機付自転車・二輪車および小型特殊自動車など
◆次の車種については、購入や登録の時期にかかわらず、すべての車両について
　28年度から税率が引き上げとなりました。

車　　　　　　　　　　　種
税　　率（年額）

27年度まで 28年度から

原動機付
自転車

総排気量が 50cc 以下のもの 1,000 円 2,000 円

総排気量が 50cc を超え 90cc 以下のもの 1,200 円 2,000 円

総排気量が 90cc を超え 125cc 以下のもの 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽自動車
二輪（総排気量が 125cc を超え 250cc 以下のもの） 2,400 円 3,600 円

専ら雪上を走行するもの 2,400 円 3,000 円

小型特殊
自動車

農耕作業用のもの 1,600 円 2,000 円

その他のもの 4,700 円 5,900 円

二輪の
小型自動車 総排気量が 250cc を超えるもの 4,000 円 6,000 円

平成 26・27 年度の税制改正において、軽自動車と小型
の普通自動車との間の税負担水準格差の見直し、車両の
環境性能などに応じた課税の仕組みの導入などを目的と
して、軽自動車税の標準税率の引き上げなどが行われま
した。雄武町においても、この改正を踏まえた町税条例
の改正により、軽自動車税の税率が変わりましたのでお
知らせします。　　　　　　　　　 問税財管理課課税係
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後期高齢者医療制度

保険料率を見直しました

被保険者の皆さんに納めていただく保険料は、２年ごとに定める保険料率をもとに決めることになっ
ています。平成 28・29 年度の新しい保険料率は次のとおりです。

平成 26・27 年度 平成 28・29 年度

　　均　等　割
　（被保険者が等しく負担）

　（年間）
51,472 円 → 　（年間）

49,809 円（1,663 円減）

　　所　得　割
　（被保険者の所得に応じて負担） 10.52％ → 10.51％（0.01 ポイント減）

　　賦課限度額
　（1年間の保険料の上限額） 57万円 → 57 万円（変更なし）

所得が次の金額以下の世帯

軽減割合 平成 27年度まで 平成 28年度以降

5割軽減 33万円+（26 万円×世帯の被保険者数） → 33万円+（26 万 5 千円×世帯の被保険者数）

2割軽減 33万円+（47 万円×世帯の被保険者数） → 33万円+（48 万円×世帯の被保険者数）

◉均等割 2 割・5 割軽減の範囲が拡大しました

◉保険料の計算方法（平成 28 年度）
保険料額は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と
所得に応じて負担する「所得割額」の合計で計算します。

均等割
49,809 円

所 得 割
（27 年中の所得－

33 万円）× 10.51％

年間の保険料
（100 円未満切捨）

※年度途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※ 28年度の保険料額は、7月に個別にお知らせします。

+　　　　　 ＝

◉保険料の軽減について
次の①～③に当てはまる被保険者の人は、保険料が軽減されます。

①均等割の軽減
　世帯の所得に応じて、４段階の軽減があります。

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 均等割額　（　）内は前年度比

33 万円かつ被保険者全員が所得 0円
（年金収入のみの場合、受給額80万円以下） 9 割軽減 → 4,980 円（約　200 円減）

33 万円 8.5 割軽減 → 7,471 円（約　300 円減）

33 万円+（26万 5千円×世帯の被保険者数） 5 割軽減 → 24,904 円（約　 800 円減）

33 万円+（48万円×世帯の被保険者数） 2 割軽減 → 39,847 円（約 1,300 円減）

※軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定　※被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象
※昭和 26年 1月 1日以前に生まれた人の公的年金等に係る所得は、さらに 15万円を引いた額で判定

②所得割の軽減
　被保険者個人の所得で判定します。

所得が次の金額以下の人 軽減割合

所得から 33万円を引いた額が
58万円以下の人 5 割軽減

③被用者保険の被扶養者だった人の軽減
　この制度に加入したときに被用者保険（主にサラ
リーマンの人が加入している健康保険）の被扶養者
だった人は、所得割はかからず、均等割が 9 割軽減
になります。

◉年間保険料額の例

問北海道後期高齢者医療広域連合　☎ 011-290-5601
問保健福祉課保険給付係　☎ 84-2023

年金収入 均等割
軽減

所得割
軽減 年間保険料（前年度比）

80万円 9割 － 4,900 円（200円減）

168万円 8.5 割 5割 15,300 円（300円減）

194万円 5割 5割 46,400 円（900円減）

211万円 2割 5割 70,300 円（1,300 円減）

215万円 2割 － 105,000円（1,400 円減）

単身世帯の場合

年金収入 区分 均等割
軽減

所得割
軽減 年間保険料（前年度比）

80万円
夫

9割
－ 4,900 円（　200円減）

妻 － 4,900 円（　200円減）

168万円
夫

8.5 割
5割 15,300 円（　300円減）

妻 － 7,400 円（　300円減）

211万円
夫

5割
5割 55,300 円（　900円減）

妻 － 24,900 円（　800円減）

220万円
夫

5割
－ 95,300 円（　900円減）

妻 － 24,900 円（　800円減）

262万円
夫

2割
－ 154,400 円（ 1,400 円減）

妻 － 39,800 円（ 1,300 円減）

夫婦 2人世帯（共に被保険者）で妻の年金収入が 80万円以下の場合

◉保険料率が変わりました
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① 新採用 
② 歌うこと、ビリヤード
③ �海の近くに住むのは
初めてで感動してい
ます。子供たちそし
て、地域の為に精一
杯頑張ります。

教諭　藤
ふ じ わ ら

原　龍
り ゅ う だ い

大

① 北見市立三輪小学校
② 食べること（特に甘いもの）
③� 雄武の子供たちと出
会えたことを、とても
うれしく思います。ど
うぞよろしくお願い
します。

教諭　木
き じ ま

島　富
と み か つ

勝

① 北見市立美山小学校
② スポーツ観戦
③ �子供たちのために一
生懸命頑張ります。
よろしくお願いしま
す。 

教諭　福
ふ く だ

田　昇
し ょ う へ い

平

期限付
教　諭　國

こ く ぶ ん

分　智
と も や

哉

① 清里町立緑町小学校
② 旅行
③ �15年ぶりに雄武町へ帰
　�ってきました。懐かしい
です。よろしくお願いし
ます。

教頭　千
ち ば

葉　勝
か つ し

志

① 湧別町立湧別小学校
② スポーツ観戦
③ �雄武町での勤務は13年
ぶりとなります。よろし
くお願いします。

教諭　廣
ひ ろ せ

瀨　幹
み き や

也

① 新採用
② 音楽
③ �まだまだわからないこ
とだらけですが、学校職
員、町民の1人として尽
力したいと思います。よ
ろしくお願いします。

事　務
職　員　坪

つ ぼ う ち

内　佑
ゆ う や

也

① 新採用
② 海外ドラマ鑑賞
③ �子供たちが毎日笑顔で
過ごせるよう頑張りま
すので、よろしくお願い
します。

① 新採用
② スポーツ観戦
③ �子供たちと共に勉強
し、成長していきたい
と思っています。よろ
しくお願いします。

養　護
教　諭　糸

い と が

賀 夢
ゆ き え

貴恵

転入教職員等紹介① 前任校　② 趣味　③ 町民の皆さまに一言

教諭　山
や ま も と

本　頼
ら い も ん

門

教諭　工
く ど う

藤 あとか

期限付
教　諭　若

わ か も と

本　由
よ し ひ ろ

博

① 北見市立留辺蘂中学校
② 美味しいもの探し
③ �雄武町での暮らしにワ
クワクしています。子
供たちと地域のために
元気いっぱい頑張りま
す。

① 網走市立第三中学校 
② カメラ（写真撮影）
③ �1日も早く雄武の生活に
慣れるよう頑張ります。 
写真を撮るのが好きなの
で、いいスポットを教えて
いただければ幸いです。

期限付
教　諭　住

す み と も

友　宏
ひ ろ き

季
① 栗山高等学校
② 音楽鑑賞
③ 生徒のため、雄武町の　 
　 ために頑張りますので、
    よろしくお願います。

① 東京都日野市立第三中学校
② スキー、テニス、映画鑑賞
③ ��生まれは北海道ですが、
雄武町は初めて訪れま
した。美しい景色と美味
しい食べ物を楽しみに
しています。

① 恵庭北高等学校
② 剣道、空手、釣り
　 温泉巡り、家庭菜園
③� 地域のための高等学
校として全力で職務
を行いたいと思いま
す。  

①新採用
② スポーツ観戦、野球
　 サーフィン
③ �生徒のために、雄武町
のために尽力させて
いただきます。よろし
くお願いします。

① 釧路工業高等学校
② �クロスカントリースキー
　写真
③ �美味しい魚を楽しみ
にしています。よろし
くお願いします。

校長　桑
く わ い

井　美
よしひこ

彦

教諭　富
ふ じ わ ら

士原 陽
よ う す け

祐

期限付
教　諭　清

し み ず

水　実
みのる

 

沢
木
小

 

共
栄
小

 

雄
武
小

 

沢
木
小

 

沢
木
小

 

雄
武
小

 

雄
武
小

 

雄
武
小

 

雄
武
中

 

雄
武
高

 

雄
武
高

 

雄
武
高

 

雄
武
中

 

雄
武
中

 

雄
武
中

転入教職員等紹介
平成 28 年 4 月 1 日付けで、町内の小学校、
中学校、高等学校へ転入した教職員と事務職
員を紹介します。
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まちのできごと

↑緊張した様子で先生の話を聞く子供たち

若草保育所入所式

友達100人できるかな
　若草保育所で入所式が行われ、新入所の19人を含
めた123人の子供たちが入所しました。
　式では、大水麻理所長が「保育所は楽しいことがた
くさんあります。元気に通ってきてください」とあい
さつ。担当の職員から名前を呼ばれると、元気に手を
挙げて返事をしていました。続く手遊びでは、隣の子
と一緒に元気よく手を動かし、子供たちの笑顔が会場
内にあふれていました。

4/
1

3/
26

雄武町商工会空き店舗活用事業

雄武の味覚に舌鼓

↓ふりかけを試食する来場者

↓毛ガニを釣り上げ笑顔の来場者

　雄武漁協主催の第16回毛ガニまつ
りが、同組合前で行われました。天候
にも恵まれ、旬のおいしい毛ガニを求
めて約2500人が来場。販売開始前
から長蛇の列を作りました。用意して
いた約5000匹の毛ガニは、１時間
程でほぼ完売。また、恒例のカニ汁や
海鮮浜焼きなども盛況で、中でも毛ガ
ニの釣り堀は、開始早々に整理券が無
くなるほど大人気。子供たちは水槽の
中で逃げるカニに苦戦しながらも、巧
みにさおを操り、釣り上げた毛ガニを
受け取ると満面の笑みを浮かべていま
した。

↑表彰状を手にする畔川健一さん

消防功労者消防庁長官表彰受賞3/
29

4/
23

クレヨン画ワークショップ

日本一のおうむ「さかな」
　絵本作家の加藤休ミ先生が来町し、子供たちと一緒
に１つの大きな「さかな」の絵を描く、クレヨン画ワー
クショップが町図書館で開かれました。３歳から中学
生まで20人以上の子供たちが参加。1枚の大きな紙
に思い思いの絵を描きこみ、雄武独自の「さかな」が
完成。子供たちの絵を見て、加藤先生は「いろいろな
場所で企画をやっていますが、独自の発想があって面
白い」と感心していました。

↑労働災害防止の講演を真剣に聴く参加者

西紋地区林業・林産業安全大会

　林業の安全に向けた西紋地区林業・林産業安全大会
が、町民センターで行われました。同地区の林業・林
産業に関係する事務所や市町村、各種団体など370
人以上が参加。講演を行った名寄労働基準監督署の佐
藤浩一署長は「出来る範囲から、大きなリスクを回避
するための安全に対する取り組みをお願いしたい」と
安全管理の徹底を訴えました。最後に安全の誓いを宣
言し、労働災害撲滅に向けて意識を高めていました。

4/
20

4/
25

よつ葉乳業（株）から寄付金進呈

農業振興のために
　よつ葉乳業株式会社の創立50周年記念事業の一環
として、800万円が寄付されました。同社オホーツ
ク北見工場では、オホーツク近郊の26市町村と農業
関係の５団体に寄付を実施。この日役場で行われた贈
呈式では、白木尚文工場長から「農業振興の為に使っ
ていただきたい」と目録が手渡されました。中川原町
長は「酪農振興の為に使わせていただきます」と感謝
の言葉を述べ、同社に感謝状を進呈しました。

↓雄武独自の「さかな」を完成させた子供たち

↓目録を手にする中川原町長とよつ葉乳業の白木工場長（右）

消防団活動に尽力

第 16 回毛ガニまつり4/
24 やったー！釣れた

「ゼロ災」に向けての決意

　町の地域ブランドを広めようと、町の名産を利用し
た加工製品の試食・販売会が雄遊ランドで開かれまし
た。空き店舗活用事業の一環として町商工会主催によ
り実施。会場には、韃靼そばを使用したコロッケや、
サケとホタテを使用したふりかけ、流氷昆布などが並
びました。試食に訪れた町民は、雄武の名産に舌鼓を
打ちながら「全部の製品がおいしい」「家族が来るの
で食べさせてあげたい」などと感想を述べていました。

　紋別地区消防組合雄武消防団の畔川健一団長が、消
防庁長官功労賞を授与され、この日役場で行われた伝達
式において、同組合副管理者の中川原町長から表彰状と
勲章が手渡されました。畔川さんは昭和45年に消防団
に入団。以後45年の長きにわたり消防団活動に尽力さ
れました。畔川さんは「今後も一朝有事の際には、地域
住民の皆さまの期待に応えられるように消防団活動に
尽力していきたい」と決意を新たにしていました。
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情報ひろば情報ひろば
　
生
活
で
の
困
り
事
や
悩
み
事
を
抱
え
な

が
ら
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い

な
ど
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
相
談
セ

ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
が
あ
な
た
の
悩
み
を
ど

う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
ま

す
。
相
談
料
無
料
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
５
月
10
日
㈫
、
６
月
７
日
㈫
、
７

月
12
日
㈫　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所　
役
場
別
館　
小
会
議
室

※
５
月
10
日
㈫
は
役
場
別
館　
相
談
室

利
用
方
法　
事
前
予
約
が
必
要

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
３
１
１
０

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

用
し
て
、
売
上
高
や
経
理
項
目
の
把
握
に

重
点
を
置
い
て
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
票
は
、
都
道
府
県
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
伺
い
直
接
配
布
す
る
か
、
国

が
郵
送
し
ま
す
。調
査
員
が
伺
う
場
合
は
、

必
ず
「
調
査
員
証
」
の
ほ
か
「
従
事
者
用

腕
章
」
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
回
答
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
情
報
統
計
係

相
談
員　
三
浦　
健
一
（
末
広
町
１
区
）

　
　
　
　
目
黒　
菊
代
（
幸
町
）

　
　
　
　
山
岡　
良
佳
治（
末
広
町
２
区
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

無
料
相
談
会
を
実
施

が
あ
り
、
相
談
内
容
や
身
の
上
な
ど
の
個

人
の
秘
密
が
他
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
民
生
委
員
児
童
委
員
の
中
に
は
、

子
供
の
こ
と
を
専
門
に
担
当
し
、
活
動
す

る
「
主
任
児
童
委
員
」
も
い
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

社
会
福
祉

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
強
化
週
間

平
成
28
年
度
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　
４
月
14
日
㈭
に
発
生
し
た
熊
本
県
熊
本

地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
地
震

に
よ
り
、
熊
本
県
益
城
町
を
中
心
に
大
き

な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
災
害
の
被

災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
赤
十
字
社

で
は
義
援
金
（
義
援
金
名
称
「
平
成
28
年

度
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
」）
を
受
け
付

け
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

受
付　
６
月
30
日
㈭
ま
で

場
所　
日
本
赤
十
字
社
雄
武
分
区
（
保
健

福
祉
課
社
会
福
祉
係
内
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
期
間

　
赤
十
字
は
、
国
民
一
人
一
人
か
ら
の
善

意
の
赤
十
字
事
業
資
金
（
社
費・寄
付
金
）

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
個
人
や
法
人
な
ど
、
赤
十

字
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
人

で
、
毎
年
一
定
額
（
５
０
０
円
以
上
）
の

社
費（
会
費
）を
納
入
い
た
だ
け
る
人（
赤

十
字
社
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
赤
十
字
に
奉
仕
す
る
地
区
協
賛
委
員
が

自
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く

加
入
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
社
資
は
、
災

害
救
護
活
動
や
国
際
活
動
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
５
月
12
日
㈭
か
ら
18
日
㈬
ま
で
は
、
民

生
委
員
児
童
委
員
活
動
強
化
週
間
で
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
の
誰
も

が
幸
せ
で
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
応
援
し
て
い
ま
す
。
町
内
全
て
の
地
区

に
担
当
委
員
が
い
ま
す
の
で
、
在
宅
生
活

に
関
す
る
こ
と
、
暮
ら
し
・
家
族
関
係
・

育
児
・
教
育
の
こ
と
な
ど
、
何
か
心
配
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
、
守
秘
義
務

  Information

雄武町出身の画家 小田切 訓さんに
紺綬褒章が授与
　雄武町出身で東京都国立市在住の画家 
小田切訓さんに対し、国から紺綬褒章が
授与され、３月 24日㈭に同氏宅にて中
川原町長から褒章の伝達が行われました。
　紺綬褒章は公益のために私財を寄付し
た人に授与される褒章で、自治体などに
５百万円以上の寄付をした個人、１千万
円以上の寄付をした団体などが対象。
　今回の受章は、26 年 12 月に小田切さ
んから町に対し、総額１千万円を超える小
田切さんの絵画５点の寄付があったことに
よるものです。なお、小田切さんの作品は、
ホテル日の出岬に展示しています。
問総務課庶務係

↑紺綬褒章の伝達を受ける小田切さん（左）

願
書
の
配
布　
最
寄
り
の
保
健
所
・
支
所

受
付　
５
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

提
出
先　
最
寄
り
の
保
健
所

日
時　
８
月
23
日
㈫　
13
時
30
分
～
16
時

※
受
付
時
間
は
12
時
30
分
～
13
時
ま
で

試
験
地　
北
見
市

受
験
資
格　
学
校
教
育
法
第
57
条
の
規
定

に
基
づ
く
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す

る
人
で
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調

理
し
て
供
与
す
る
施
設
な
ど
で
２
年
以
上

調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
人
。
パ
ー
ト
ま

た
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
場
合
は
、
週
４
日
以

上
か
つ
１
日
６
時
間
以
上
勤
務
し
て
い
る

場
合
に
限
る
。

問
紋
別
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所
開
設

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
施
行
日
の
６
月
１
日
を
人

権
擁
護
委
員
の
日
と
定
め
て
い
ま
す
。
全

国
の
人
権
擁
護
委
員
は
こ
の
日
を
自
己
研

さ
ん
の
日
と
し
、
全
国
各
地
で
こ
の
日
を

中
心
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
と
人

権
思
想
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
雄
武
町
で
は
、
特
設
人
権
心
配
ご
と
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
悩
み
の
人
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
６
月
１
日
㈬　
13
時
～
15
時

場
所　
役
場
別
館　
小
会
議
室

確
認
し
ま
し
ょ
う
！
高
齢
者
向
け
給
付
金

　
雄
武
町
で
は
、高
齢
者
向
け
給
付
金（
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
の

申
請
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
申
請
書

は
、
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に

送
付
し
て
い
ま
す
。
給
付
要
件
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
で
、
申
請
書
が
届
か
な

い
場
合
な
ど
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

受
付　
７
月
19
日
㈫
ま
で

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

毛
もうり

利　宗
むねよし

義
（税財管理課管財係）

い
ま
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

雄
武
町
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。

佐
ささき
々木　広

こうたろう
太郎

（保健福祉課社会福祉係）
今
ま
で
自
分
が
学
ん
だ
こ
と
、

新
し
く
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
たけだ

田　浩
ひろあき

明
（総務課庶務係兼職員厚生係）

早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
雄
武
町
の

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

原
はら

　直
なおみち

道
（財務企画課企画調整係兼財政係）

町
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に

な
る
よ
う
に
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
ま
す
。

一
いちのへ
ノ戸　千

ちひろ
尋

（住民生活課戸籍住民係）
何
事
に
も
め
げ
ず
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

統　
計

試　
験

調
理
師
試
験

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
６
月
１
日

現
在
で
、「
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
26
年
に
実
施
し
た
「
経

済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
」
や
27
年
に
実

施
し
た「
企
業
構
造
の
事
前
確
認
」に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
事
業
所
や
企
業
の
情
報
を
活

白
しらとり

鳥　佐
さやか
也加

（保健福祉課保健係・保健師）
保
健
師
と
し
て
は
ま
だ
未
熟
で
す

が
、
先
輩
・
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　雄武町新規採用職員紹介　　　雄武町新規採用職員紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 雄武町新規採用職員紹介　　
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国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
は
多
数

お
り
ま
す
が
、そ
の
就
労
状
況
を
み
る
と
、

社
会
保
険
な
ど
の
未
加
入
や
適
正
な
労
働

条
件
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題

が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
は
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
）

第
１
期
分
と
軽
自
動
車
税
全
期
分
の
納
期

で
す
。
納
税
通
知
書
と
納
付
書
は
５
月
上

旬
の
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
役
場
の
出
納
窓
口
ま
た
は
金

融
機
関
な
ど
に
出
向
か
ず
に
税
金
を
納
付

す
る
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◉
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　
口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
が
あ
な
た
の

指
定
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
町

税
を
振
り
替
え
て
納
付
す
る
制
度
で
す
。

納
付
の
た
め
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
必

要
が
な
く
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
変
便
利
で
安
心
な
制
度
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
で
き
る
税
目　
軽
自
動
車

税
、
固
定
資
産
税

（
都
市
計
画
税
）、

町
道
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税

取
扱
金
融
機
関

　

北
見
信
用
金

庫
雄
武
支
店
、
稚

内
信
用
金
庫
雄

武
支
店
、
北
オ

ホ
ー
ツ
ク
農
業

協
同
組
合
、
雄
武

①�

就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
で
あ
る

こ
と

②�

雇
い
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
を
行
う

こ
と

③�

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
を
始
め
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紋
別

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
５
２
９
１

問
名
寄
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
５
４
‐
２
‐
３
１
８
６

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
外
国
人

を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次
の
３
点
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
雇
用
対
策

法
に
基
づ
く
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇

用
管
理
の
た
め
の
指
針
を
定
め
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
、
外
国
人
を
雇

用
す
る
際
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に

雇
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
認
事
項

き
ま
す
。
平
日
や
日
中
、
仕
事
な
ど
で
納

税
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
事
情
が
あ
っ
て
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら

れ
な
い
、
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
な
ど
の

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
道
税
事
務
所
納
税
係

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

  　Information

平成 27 年度農業農村整備優良地区コンクール

農村振興局長賞受賞！
　全国土地改良事業団体連合会（全国水土里ネット）主催
の「平成 27 年度農業農村整備優良地区コンクール」にお
いて、雄武町が「農村振興局長賞」を受賞。参加した「農
村振興整備部門」には、全国から 19 団体の推薦がある中、
７団体が全国の模範となる優良地区と評価されました。
　評価の対象となった事業は、平成 12 年度から 17 年度
にかけ実施された「道営中山間地域総合整備事業雄武地
区」。この事業によって農業用排水路や農道、中山間雄武
活性化施設等が整備されましたが、特に活性化施設の整備
を契機に、新たな特産品開発が活発化した点や、「おうむ
手打ち蕎麦の会」が「そば打ち体験」を通じ、地域住民に
対し広く普及活動を行っている点などが、「活力と個性あ
る地域づくりを進めている」と高く評価されました。
施設整備から 12 年がたった今でも、中山間雄武活性化施
設は地域の皆さまから愛される地域活動の拠点として有効
に活用され、町の活性化や地域農業の振興に大きく貢献し
ています。
　３月 25日、東
京都で開催された
全国水土里ネット
表彰式に中川原秀
樹町長が出席し、
末松広行農村振興
局長から表彰状が
授与されました。
問産業振興課農務係

高
齢
者
健
康
運
動
教
室
兼
転
倒
予
防
教
室

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や

シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
持
っ
た
講

師
を
迎
え
、
健
康
増
進
の
た
め
の
講
話
や

実
技
を
紹
介
し
ま
す
。

　
運
動
で
汗
を
流
し
た
あ
と
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
を
眺
め
な
が
ら
温
泉
に
入
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

日
時　
５
月
31
日
㈫　
９
時
30
分
～
11
時

場
所　
ホ
テ
ル
日
の
出
岬

※
送
迎
バ
ス
あ
り
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
町
民

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

※�
動
き
や
す
い
服
装
、
入
浴
希
望
者
は
入

浴
準
備
を
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係　

期
限　
５
月
18
日
㈬

そ
の
他　
７
月
29
日
㈮
、
９
月
16
日
㈮
に

も
開
催
予
定

問
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係

労　
働

６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間

催　
し

町
税
の
納
付
方
法

漁
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は

郵
便
局

手
続
き　
申
込
書
は
各
金
融
機
関
ま
た
は

役
場
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
し
、
預
貯
金
口
座
に
使
用
し
て
い

る
印
鑑
を
押
し
て
提
出
す
る
だ
け
で
完
了

し
ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
は
各
税
目
の

納
期
限
１
カ
月
前
ま
で
に
手
続
き
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
納
付
書
が
届

い
た
後
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
納
付
書
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
戸
別
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す

　
仕
事
上
の
都
合
で
時
間
内
に
役
場
や
金

融
機
関
の
窓
口
に
出
向
く
こ
と
が
で
き
な

い
、
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
納
付
場
所
ま
で
の

移
動
が
困
難
な
場
合
な
ど
、
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
担
当
者
が
自
宅
に
伺
い
そ
の
場

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
税
財
管
理
課
収
納
係

税　
金

５
月
31
日
㈫
は
自
動
車
税
の
納
期
限

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

運
輸
支
局
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

る
道
税
で
す
。
28
年
度
の
納
期
限
は
５
月

31
日
㈫
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　
納
税
通
知
書
は
５
月
９
日
㈪
に
発
送
し

ま
す
が
、
住
所
を
変
更
し
た
場
合
や
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
と
い
う
場
合
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
納
税
通
知
書
は
、
従
来

の
金
融
機
関
の
ほ
か
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
納
税
す
る
こ
と
も
で

長
はせがわ
谷川　潤

じゅん

（町有施設整備室建築係）
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
に
な
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

田
たなか

中　良
りょうへい

平
（建設水道土木管理係）

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

よ
り
良
い
雄
武
町
と
な
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

砂
すなはら

原　詩
しおり

織
（保育所・保育士）

子
供
た
ち
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

町
の
方
々
と
早
く
仲
良
く

な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

飯
いいづか

束　美
みき
紀

（保育所・保育士）
町
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

自
覚
を
持
ち
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
たかはし

橋　利
りほ
歩

（保育所・保育士）
子
供
た
ち
や
保
護
者
の
方
の

力
に
少
し
で
も
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

掛
かけがわら

川原　はるな
（保育所・保育士）

雄
武
町
に
少
し
で
も

恩
返
し
が
で
き
る
よ
う

笑
顔
を
忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
。

神
かみお

尾　典
のりひさ

寿
（介護老人保健施設業務係・理学療法士）

雄
武
町
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　　雄武町新規採用職員紹介　　　雄武町新規採用職員紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 雄武町新規採用職員紹介　　



2021 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

情報ひろば情報ひろば情報ひろば情報ひろば  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240 情報ひろば情報ひろば

申
し
込
み　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
収
入
が
あ
る
人
の
前
年
分
の
源
泉
徴
収

票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し
、
住
民
記

載
事
項
証
明
書
、
納
税
証
明
書
（
町
外
者

の
み
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
５
月
16
日
㈪

選
考
方
法　
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
、

住
宅
困
窮
度
の
高
い
人
か
ら
決
定
し
ま
す
。

※�

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

政
令
月
収
～
給
与
所
得
者
は
１
年
間
の

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自
営
業

入
居
資
格　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま

た
は
有
す
る
こ
と
と
な
る
人
、
満
35
歳
未

満
の
独
身
勤
労
者
、
町
税
な
ど
に
滞
納
が

な
く
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人
。

申
込
期
限　
５
月
16
日
㈪

申
し
込
み　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
前
年
分
の
所
得
証
明
書
ま
た
は
源
泉
徴

収
票
、
住
民
票
、
納
税
証
明
書
（
町
外
の

み
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

住
宅
使
用
料
の
支
払
い
は
、
納
付
書
で

の
納
付
と
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

※�

住
宅
の
情
報
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入

居
申
込
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係　

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

　
北
海
道
で
は
、
こ
れ
ま
で
40
年
以
上
日

本
脳
炎
の
患
者
は
な
く
、
感
染
を
媒
介
す

る
蚊
（
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
）
も
生
息
し

て
い
な
い
た
め
、
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防

接
種
を
行
う
必
要
が
な
い
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
道
民
が
日
本

脳
炎
の
発
生
し
て
い
る
道
外
や
海
外
に
行

き
来
す
る
機
会
は
増
え
て
お
り
、
日
本
脳

炎
に
感
染
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る

た
め
、
４
月
か
ら
定
期
予
防
接
種
と
な
り

ま
し
た
。
定
期
接
種
対
象
年
齢
は
６
カ
月

か
ら
20
歳
未
満
と
な
り
ま
す
が
、
生
年
月

日
に
よ
り
対
象
期
間
、
接
種
回
数
が
異
な

り
ま
す
。
北
海
道
が
定
め
る
優
先
順
位
に

基
づ
き
、
随
時
個
別
に
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
予
診
票
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

ど
も
が
引
き
こ
も
っ
て
い
る
」
な
ど
の
心

配
事
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ぜ
ひ
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
活
用
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◉
保
健
師
に
よ
る
相
談
（
電
話
・
対
面
）

日
時　
平
日　
９
時
～
17
時

場
所　
紋
別
保
健
所
、
同
所
遠
軽
支
所

◉
広
域
紋
別
病
院
精
神
科
医
に
よ
る
相
談

日
時　
５
月
９
日
、
７
月
11
日
、
９
月
12

日
、
11
月
14
日
、
29
年
１
月
16
日
、
３
月

13
日　
各
月
曜
日　
15
時
～
17
時

※
1
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

場
所　
紋
別
保
健
所

◉�

道
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
師
に

よ
る
テ
レ
ビ
電
話
相
談

日
時　
５
月
25
日
、
６
月
22
日
、
７
月
27

日
、
８
月
24
日
、
９
月
28
日
、
10
月
26
日
、

11
月
16
日
、12
月
21
日
、29
年
１
月
25
日
、

２
月
22
日
、
３
月
22
日　
各
水
曜
日　
13

時
30
分
～
15
時
30
分

※
1
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

場
所　
紋
別
保
健
所

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

携
し
て
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◉
特
殊
詐
欺
に
注
意
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺　
息
子
を
名
乗
り
、「
携

帯
番
号
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
て
お

金
を
要
求
し
て
き
た
ら
詐
欺
で
す
。

還
付
金
詐
欺　
「
医
療
費
を
還
付
す
る
」

「
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」
な
ど

と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

架
空
請
求
詐
欺　
「
入
居
権
が
当
た
っ
た
」

「
サ
イ
ト
料
金
が
未
払
い
」
な
ど
と
言
わ

れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

※�

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
の
た
め
、
金
銭

要
求
や
も
う
け
話
な
ど
、
怪
し
い
と
感

じ
た
ら
警
察
相
談
電
話
＃
９
１
１
０

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◉�

子
供
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
、「
い

か
の
お
す
し
」
を
使
っ
た
防
犯
指
導
や

見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

	・
つ
い
て
「
い
か
」
な
い

	・
く
る
ま
に
「
の
」
ら
な
い

	・「
お
」
お
ご
え
を
だ
す

	・「
す
」
ぐ
に
げ
る

	・「
し
」
ら
せ
る

◉�

女
性
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、

夜
間
に
人
通
り
の
少
な
い
道
を
歩
く

の
は
避
け
、
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
い

た
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な

が
ら
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

キ
ー
ワ
ー
ド
「
悪
質
業
者
は
、う
そ
つ
き
」

【
う
】
ま
い
話
は
信
用
し
な
い

【
そ
】
う
だ
ん
す
る

【
つ
】
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い

【
き
】
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
、
断
る

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

住　
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集▼

緑
町
団
地

　
（
平
成
23
年
建
設
）1戸・2LDK・単身不可

2戸・3LDK・単身不可

▼
旭
日
団
地
①
②

　
（
平
成
５・６
年
建
設
）
▼
末
広
２
区
団
地

　
（
昭
和
58
年
建
設
）

2戸・3DK・単身不可

▼
魚
田
団
地
①

　
（
昭
和
53
年
建
設
） １戸・3LDK・単身不可

▼
潮
見
団
地
①

　
（
昭
和
57
年
建
設
）
▼
潮
見
団
地
②

　
（
昭
和
62
年
建
設
）

政　令　月　収
家　　　　　　　　　　　　賃

潮見団地① 潮見団地② 潮見団地③ 末広2区団地 旭日団地① 旭日団地②
ア 0円 ～ 104,000円 13,200 円 17,400 円 16,500 円 13,000 円 21,000 円 22,700 円

イ 104,001円 ～ 123,000円 15,200円 20,100円 19,000円 15,000円 24,300円 26,200円

ウ 123,001円 ～ 139,000円 17,400円 22,900円 21,800円 17,200円 27,800円 30,000円

エ 139,001円 ～ 158,000円 19,700円 25,900円 24,600円 19,400円 31,300円 33,700円

オ 158,001円 ～ 186,000円 22,700円 29,600円 28,100円 21,000円 35,800円 38,700円

カ 186,001円 ～ 214,000円 22,700円 34,100円 32,400円 21,000円 41,300円 44,700円

別表
（オ、カは就学前の子供がいる世帯、高齢者・障害者世帯に限る）

１戸・3LDK・単身不可

▼
魚
田
団
地
②

　
（
昭
和
55
年
建
設
）

1戸・3DK・単身不可 1戸・3LDK・単身不可

サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ
入
居
者
募
集

1戸
１ＬＤＫ

平成5年建設
家賃　3万円

保　
健

春
の
地
域
安
全
運
動

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

防　
犯

　
紋
別
保
健
所
で
は
、
精
神
保
健
専
門
医

や
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
自
身
や
家
族
な
ど
身
近
な

人
に
「
元
気
な
く
、
沈
み
込
ん
で
い
る
」

「
最
近
、
夜
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
周

囲
に
な
じ
め
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
認
知
症
に
関

し
て
心
配
や
悩
み
が
あ
る
」「
ア
ル
コ
ー

ル
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
や
め
ら
れ
な
い
」「
こ

　
北
海
道
警
察
で
は
、
5
月
11
日
か
ら
20

日
ま
で
の
10
日
間
、「
春
の
地
域
安
全
運

動
」
を
実
施
し
、
自
治
体
、
防
犯
協
会
、

事
業
者
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
連

者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必
要

経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控
除

な
ど
を
行
い
12
で
除
し
た
も
の
で
す
。

※�

住
宅
使
用
料
の
支
払
い
は
、
納
付
書
で

の
納
付
と
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

※�

住
宅
の
情
報
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入

居
申
込
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

政　令　月　収
家　　　　　　賃

魚田団地① 魚田団地② 緑町団地
ア 0円 ～ 104,000円 9,400 円 11,100 円 18,000 円

イ 104,001円 ～ 123,000円 10,900円 12,800円 20,800円

ウ 123,001円 ～ 139,000円 12,400円 14,600円 23,800円

エ 139,001円 ～ 158,000円 14,000円 16,500円 26,900円

オ 158,001円 ～ 186,000円 16,000円 18,500円 30,700円

カ 186,001円 ～ 214,000円 17,700円 18,500円 35,500円

別表
（オ、カは就学前の子供がいる世帯、高齢者・障害者世帯に限る）生

活
経
済
事
犯
被
害
の
未
然
防
止

　
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の

　
昨
年
、
道
内
で
は
自
転
車
が
絡
む
交
通

事
故
死
者
数
は
12
人
で
、
全
体
の
死
者

数
（
１
７
７
人
）
の
６・
８
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
に
よ
る
一
時
不

停
止
や
信
号
無
視
な
ど
の
違
反
が
あ
り
ま

し
た
。
自
転
車
は
免
許
が
な
く
誰
も
が
運

転
で
き
る
乗
り
物
で
す
が
、
道
路
交
通
法

２
条
で
軽
車
両
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
万
が
一
歩
行
者
と
衝
突
し
て
け
が
を

負
わ
せ
れ
ば
、
自
転
車
の
運
転
者
と
し
て

刑
事
責
任
、
民
事
責
任
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
す
。
自
分
や
歩
行
者
を
守
る
た
め
に

も
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
５
則

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③�

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を

徐
行

④�

安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒
運
転
・
二

人
乗
り
・
交
差
点
で
の
信
号
順
守
と
一

時
停
止
、
安
全
確
認
等
）

⑤
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

1戸・3LDK・単身不可

▼
潮
見
団
地
③

　
（
昭
和
63
年
建
設
）
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
農

業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
に
お
け
る

農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た
め
、
国
・

地
方
自
治
体
に
よ
る
支
援
を
行
う
制
度
と

し
て
12
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
26
年

度
で
第
３
期
対
策
（
22
～
26
年
度
）
が
終

了
し
、
27
年
度
か
ら
第
４
期
対
策
（
27
～

31
年
度
）
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
雄
武
町
で
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
68

人
の
農
業
者
と
８
生
産
法
人
が
集
落
協
定

に
基
づ
い
た
共
同
取
組
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。制
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

要
領
第
12
の
規
定
に
よ
り
、
公
表
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
趣
旨
と

27
年
度
の
各
集
落
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方

　
農
業
・
農
村
は
、
単
に
食
料
を
供
給
す

る
だ
け
で
な
く
、
農
業
生
産
活
動
を
通
じ

国
土
の
保
全
・
水
資
源
の
か
ん
養
、
良
好

な
景
観
の
形
成
な
ど
の
多
く
の
多
面
的
機

能
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
中
山
間
地
域
な

ど
は
傾
斜
地
が
多
い
な
ど
、
農
業
生
産
条

件
が
不
利
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農

業
生
産
の
維
持
を
通
じ
多
面
的
機
能
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、国
民
の
理
解
の
下
に
、

平
地
地
域
と
の
生
産
条
件
の
格
差
を
解
消

人
配
分　
７
３
１
２
万
３
千
円
）

主
な
共
同
取
組
活
動
の
内
容　
草
地
見
回

り
、
牛
舎
内
等
の
共
同
消
毒
、
草
地
更
新

作
業
、
景
観
作
物
の
植
え
付
け
、
農
道
の

草
刈
り
、
除
草
剤
共
同
散
布
、
道
路
維
持

整
備
・
花
壇
造
成
に
よ
る
環
境
整
備
、
堆

肥
の
共
同
購
入
、
牧
草
共
同
収
穫
、
共
同

作
業
取
組
活
動
用
ハ
ウ
ス
の
維
持
、
オ
ル

ソ
画
像
の
更
新
、
防
除
用
機
械
お
よ
び
牧

草
収
穫
機
械
の
共
同
購
入
・
利
用
、
認
定

農
業
者
の
育
成

※�

27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
４
期
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
８
集
落
を
１
つ
に

再
編
し
、
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増
進

を
一
層
図
る
と
と
も
に
、
自
立
的
か
つ

継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
等
の
体
制

整
備
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

問
産
業
振
興
課
農
務
係

　
雄
武
町
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
利
用
促

進
助
成
制
度
」
の
申
請
書
の
提
出
期
限
は

通
常
、
搭
乗
後
60
日
以
内
で
す
が
、
3
月

31
日
ま
で
に
搭
乗
し
た
分
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
書
類
な
ど

	・
申
請
用
紙

	・�

搭
乗
券
、搭
乗
案
内
（
白
色
レ
シ
ー
ト
）

も
し
く
は
搭
乗
証
明
書

	・�

申
請
者
と
搭
乗
者
そ
れ
ぞ
れ
の
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
の
写
し
な
ど
住
所

記
載
の
公
的
身
分
証
明
書

	・
印
鑑
、
振
込
先
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

	・�

申
請
者
と
搭
乗
者
が
異
な
る
場
合
（
親

子
・
親
族
関
係
に
限
る
）、
続
柄
関
係

が
わ
か
る
戸
籍
証
明
や
住
民
票

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

心
温
ま
る
贈
り
物

そ
の
他

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

対
象
農
用
地　
①
急
傾
斜
地
②
緩
傾
斜
地

③
小
区
画
・
不
整
形
な
田
④
高
齢
化
率
・

耕
作
放
棄
率
の
高
い
集
落
に
あ
る
農
用
地

⑤
積
算
気
温
が
低
く
、
草
地
比
率
の
高
い

草
地

※
雄
武
町
は
⑤
に
該
当
し
ま
す
。

対
象
者　
集
落
な
ど
を
単
位
と
す
る
協
定

を
締
結
し
、
５
年
間
農
業
生
産
活
動
な
ど

を
継
続
す
る
農
業
者
な
ど

対
象
行
為　
耕
作
放
棄
地
の
防
止
活
動
な

ど
を
行
う
「
農
業
生
産
活
動
」
や
、
国
土

保
全
・
環
境
美
化
な
ど
に
努
め
る
「
多
面

的
機
能
を
増
進
す
る
活
動
」
を
必
須
項
目

と
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
生
産
性
・
収
益

の
向
上
や
担
い
手
の
育
成
に
資
す
る
活
動

等
が
対
象
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
集
落
協
定

を
締
結
し
共
同
で
の
活
動
と
し
て
取
り
組

ま
れ
ま
す
。

交
付
金　
27
年
度
の
雄
武
町
が
該
当
す
る

基
準
に
お
い
て
は
、
各
集
落
の
取
組
状
況

に
応
じ
て
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
５
０
０
円

が
交
付
さ
れ
、
一
農
業
者
あ
た
り
の
交
付

金
額
は
２
０
０
万
円
が
上
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。
27
年
度
の
本
町
に
お
け
る
交
付
金

総
額
は
、お
よ
そ
１
億
２
０
５
５
万
円
で
、

内
訳
と
共
同
取
組
活
動
の
内
容
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
交
付
金
内
訳
と
共
同
取
組
活
動
内
容

組
織
名　
雄
武
町
集
落
協
定

協
定
参
加
者
数　
68
人
・
８
法
人

対
象
農
用
地
面
積　
８
千
37
ヘ
ク
タ
ー
ル

交
付
金
額　
１
億
２
０
５
５
万
３
千
円

（
内
、
共
同
取
組　

４
７
４
３
万
円
、
個

制
度
の
概
要
公
表

　

  　Information

いつもホテル日の出岬をご利用いただきありがとうございます。
皆さまはゴールデンウィークをいかが過ごしたでしょうか？
今月の【レストラン藍】のおすすめメニューは「帆立の釜飯風セッ
ト」です。ホテル日の出岬自慢の味、帆立の炊き込みご飯を食べに、
ぜひともお越しください。

【 帆立の釜飯風セット　1500 円 】
❖ 帆立の炊き込みご飯
　（帆立の釜飯風）
❖ 帆立の串かつ
❖ マツボの酢の物
❖ 漬物
❖ お吸い物

また、好評につき 5 月 6 日㈮から「入浴付ランチセット」を再開
いたします！今回のメニューは「チキンカツカレー・キーマカレー・
焼きカレー」の３種類からお選びいただけます。料金は前回同様、
お風呂とお食事合わせて 1000 円と、とってもお得なセットになっ
ています。さらに、カレーのルーをリニューアルし、ちょっとマイ
ルドな味わいになっています。

◉新メニュー！（5 月 6 日㈮から提供開始）
ハンバーガー・チキンカツバーガー・イベントなどでご好評頂いて
いるホタテバーガー（クリームコロッケ）が登場 !!
ポテトとドリンクがセット。レストランでお召し上がりのお客さま
は、ドリンクバーがセット。また、テイクアウトもできます！

ハンバーガーセット　　　　チキンカツバーガーセット 　ホタテバーガーセット

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。ぜ
ひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、

ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎ 85 ‐ 2626

　
こ
の
ほ
ど
、
自
衛
官
志
願
者
に
関
す
る

情
報
提
供
な
ど
を
行
う
自
衛
官
募
集
相
談

員
に
、
高
野
幸
治
さ
ん
、
橋
詰
啓
史
さ
ん
、

目
黒
泰
一
さ
ん
の
３
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
13
日
㈬
、
役
場
会
議
室
に
お
い

て
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
中
川
原
町
長
と
自

衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
長
の
連
名
に
よ

り
出
席
し
た
相
談
員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
相
談
員
は
自
衛
隊
に
関
心
を
持
つ
人
が

委
嘱
さ
れ
、
任
期
（
２
年
）
中
、
自
衛
隊

地
方
協
力
本
部
が
行
う
募
集
の
た
め
の
広

報
活
動
に
対
す
る
援
助
な
ど
を
行
い
ま

す
。

問
住
民
生
活
課
住
民
活
動
係

ホテル日の出岬からのお知らせ

おすすめメニューを紹介します

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
も
っ
ぱ
ら
個
人

的
な
無
線
技
術
の
興
味
に
基
づ
い
て
行
う

た
め
の
無
線
で
す
。
工
事
・
除
排
雪
・
有

害
鳥
獣
駆
除
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
通
信

に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
使
え
ま
せ
ん
。

　
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、
電

波
監
視
を
実
施
し
、
適
正
な
電
波
環
境
の

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相
談
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
総
合
通
信
局

☎
０
１
１
‐
７
３
７
‐
０
０
９
９

メ
ー
ル　

soudan-hokkaido@soumu.go.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.soumu.go.jp/
soutsu/hokkaido/

　

こ
の
ほ
ど
、
町
内
新
入
学
児
童
（
24

人
）
に
心
温
ま
る
贈
り
物
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	・
雄
武
町
商
工
会
女
性
部　
「
愛
の
鈴
」

	・
稚
内
信
用
金
庫
雄
武
支
店「
ハ
ン
カ
チ
」

	・
雄
武
漁
業
協
同
組
合
女
性
部

　
「
い
る
か
ワ
ッ
ペ
ン
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」

	・
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
雄
武
漁
協

　
「
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」

	・
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
㈱

　
「
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
」

	・
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
㈱

　
「
防
犯
笛
」　　
　
　
（
以
上
、
敬
称
略
）

問
教
育
振
興
課
教
育
総
務
係

紋
別
空
港
利
用
促
進
助
成
制
度

電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
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9：45～ 9：55 北幌内 （高野幸治様宅前）
10：00～ 10：10 幌内上町 （幌内歴史と生活の家前）
10：15～ 10：25 幌内南町 （菊地律子様宅前）
10：30～ 10：35 幌内浜町 （是川忠様宅前）
10：45～ 10：55 豊丘 （宿野部哲男様宅前）
11：05～ 11：20 青葉 （杉内貞夫様宅前）
11：35～ 12：10 魚田 （生活改善センター前）
12：15～ 12：20 魚田 （谷川聰様宅前）
13：30～ 13：35 北浜町 （櫛引鉄工所様宅前）
13：40～ 13：50 港町 （成田賢一様宅前）
13：55～ 14：05 潮見町 （土田礼治様宅前）
14：10～ 14：20 潮見町 （雄武自工様前）
14：25～ 14：45 曙 （トヨタビークル様前）
14：50～ 15：00 曙 （曙福祉館前）

６／1日水 愛
犬
に
愛
情
一
本
！

狂
犬
病
予
防
注
射

痛
い
け
ど
我
慢
す
る
よ

だ
か
ら
、
連
れ
て
行
っ
て
ね
！

料金　3,110 円
（飼育犬登録していない人は別途登録料 3,000 円）
※混雑防止のため、つり銭のないようにご用意願います。

飼育犬の体調が優れない場合、会場でご相談ください。

飼育犬や飼育者が変更した場合は届け出が必要です。

町外で予防接種を受けた場合は、「狂犬病予防注射済証」
を町に提出して、注射済票（鑑札）の交付を受けてくだ
さい。（交付手数料は 550 円）

飼育者に対し別途ハガキにてご案内いたします。
※送付したハガキは、当日必ず持参してください。

問い合わせ　住民生活課環境衛生係

６／2日木
9：10～ 9：15 共栄 （大浦正春様宅前）
9：20～ 9：25 共栄 （高橋昇様宅前）
9：35～ 9：40 栄丘 （小野信一様宅前）
9：50～ 10：00 栄丘 （吉田隆好様宅前）

10：05～ 10：15 栄丘 （三澤彰様宅前）
10：25～ 10：35 元沢木 （元沢木寿の家前）
10：50～ 11：00 オニシ （原直人様宅前）
11：05～ 11：10 オニシ （御西福祉館前）
11：15～ 11：20 上沢木 （小野正弘様宅前）
11：30～ 11：40 新沢木 （高宮博様宅前）
11：45～ 12：15 新沢木 （沢木住民センター前）
12：30～ 12：40 中雄武 （中雄武集落センター前）
12：45～ 12：50 中雄武 （石井幸一様宅前）
12：55～ 13：00 上雄武 （大場一夫様宅前）

9：20～ 9：35 日の出北町（旭日公園駐車場）
9：40～ 9：45 東浜町 （麻生一男様宅前）
9：50～ 9：55 東浜町 （龍野靖浩様宅前）

10：00～ 10：05 開生 （デラバル北海道様前）
10：10～ 10：25 開生 （開生福祉館前）
10：30～ 10：40 新日の出町（日の出寿の家前）
10：45～ 10：55 新日の出町（小野モータース様前）
11：00～ 11：10 日の出仲町（酪雄会様前）
11：15～ 11：30 末広町 1 区（旧雄武農業開発前）
11：35～ 12：05 末広町 2 区（除雪センター前）
12：10～ 12：30 本町 （役場庁舎前）
12：35～ 12：45 緑町 （牧島博様宅前）
12：50～ 13：00 緑町 （後藤商店様横）

６／3日金

狂
犬
病
は
人
を
は
じ
め
、
他
の
動
物
に
感
染
し
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
治
療
法
も
な
く
、
一
度
発
病
し
て
し
ま

う
と
、
必
ず
死
亡
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

ペ
ッ
ト
は
か
け
が
え
の
な
い
家
族
の
一
員
で
す
。

そ
の
家
族
を
守
る
の
は
あ
な
た
し
か
い
ま
せ
ん
。

必
ず
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◉
日
時　
７
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰

◉�

参
加
資
格　
高
校
生
以
上
で
、
自
己
の

責
任
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
で
き
る
人
。

※�

小
・
中
学
生
の
参
加
は
、
父
母
ま
た
は

高
校
生
以
上
の
兄
姉
、
も
し
く
は
父
母

と
同
等
の
全
責
任
を
負
え
る
人
の
同

伴
が
必
要

◉
募
集
期
間　
６
月
５
日
㈰
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◉
コ
ー
ス
・
参
加
費

	・
フ
ル
コ
ー
ス
（
２
１
２
㎞
）

　
雄
武
町
～
斜
里
町　
　
　
　
　
　
　

　
７
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰

　
大
人　
１
万
７
千
円

　
中
学
生
以
下　
１
万
円

	・
牧
歌
コ
ー
ス
（
53
㎞
）

　
雄
武
町
～
紋
別
市

　
７
月
２
日
㈯　
一
律　
８
千
円

	・
満
喫
コ
ー
ス
（
１
３
３
㎞
）

　
雄
武
町
～
北
見
市
常
呂
町　
　
　

　
７
月
２
日
㈯

　
一
律　
１
万
円　

	・
メ
ル
ヘ
ン
コ
ー
ス
（
41
㎞
）

　
網
走
市
～
斜
里
町

　
７
月
３
日
㈰

　
一
律　
６
千
円

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
実
行
員
会

☎
０
１
５
２
‐
５
４
‐
１
３
６
１

◉
第
35
回
大
会
の
主
な
新
企
画

★�

コ
ー
ス
で
走
力
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
編

成
を
導
入
。
平
均
時
速
15
・
20
・
25
㌔

の
３
種
類
か
ら
選
ん
で
参
加
で
き
ま

す
。

★�

30
回
以
上
「
ゴ
ー
ル
ド
サ
イ
ク
リ
ス

ト
」、
20
回
以
上
「
シ
ル
バ
ー
サ
イ
ク

リ
ス
ト
」、
10
回
以
上
「
ブ
ロ
ン
ズ
サ

イ
ク
リ
ス
ト
」
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

★�

完
走
者
に
は
、
各
市
町
の
特
産
品
を
抽

選
で
贈
呈
し
ま
す
。

★�

参
加
者
全
員
に
、
35
回
記
念
バ
ッ
ジ
を

贈
呈
し
ま
す
。

★�
サ
イ
ク
リ
ン
グ
実
行
委
員
会
で
は
有
料

で
斜
里
町
か
ら
雄
武
町
ま
で
の
バ
ス

と
ト
ラ
ッ
ク
を
運
行
し
ま
す
。

※�

町
民
へ
は
、
例
年
ど
お
り
無
料
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
参
加
申
し
込
み
後
に
ご
案
内
し
ま
す
）

※�

ト
ラ
ッ
ク
は
、
参
加
申
込
時
に
サ
イ
ク

リ
ン
グ
実
行
委
員
会
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◉
参
加
費
を
助
成
し
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、
雄
武
町
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
参
加
助
成
金
交
付
要
網
に
基
づ

き
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
参
加

す
る
児
童
生
徒
、
一
般
町
民
に
参
加
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
町
内
の
小
中
学
校
・
高
等
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
、
町
内
に
住
所

を
有
す
る
人

申
請
方
法　
申
請
書
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ

ク
リ
ン
グ
参
加
料
の
領
収
書
を
添
え
て
、

教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
経
費
・
助
成
額

フ
ル
コ
ー
ス
参
加
料
の
一
部
を
助
成

・
小
中
学
生
、
一
般　
５
千
円

・
高
校
生　
７
千
円

※�

詳
細
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係

☎
８
４
‐
４
２
４
０

参
加
者
募
集
中

第
35
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ



2627 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

暮らしの

年金情報国民年金保険料の後払い（追納）

　老齢基礎年金の年金額を計算するときに、保険料の免除や猶予の承認を受けた期間がある場合は、
保険料を全額納付した場合と比べて年金額が低額となります。
　しかし、免除などの承認を受けた期間の保険料については、後から納付（追納）することにより、
老齢基礎年金の年金額を増やすことができます。

１　追納を行う場合は、申し込みが必要です。

　年金事務所に申し込みを行い、厚生労働大臣の承認を受けたうえで、納付書により支払います。
　※口座振替およびクレジット納付はできません。

２　追納に関する注意事項

◎追納ができるのは追納が承認された月の前10年以内の免除等期間に限られています。
　（例えば、平成28年4月分は平成38年４月末まで）
◎承認などをされた期間のうち、原則古い期間から納付します。
◎�保険料の免除もしくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追
納する場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされますの
で、早めの追納をお勧めします。

国民年金保険料「後納制度」

　過去５年以内に納め忘れた保険料を納付することで将来の年金額を増やすことができる「後納制
度」が平成27年10月から３年間限りの特例として開始されました。
　なお、老齢基礎年金を受給している人などは、後納制度の利用はできません。
　後納制度を利用するには、申し込みが必要
です。

※�詳しくは、「国民年金保険料専用ダイヤル」
（0570 － 011 － 050）または、北見年金
事務所国民年金課（0157 － 25 － 9635）
へ問い合わせください。

雄武町図書館（雄武町栄町）雄武町図書館（雄武町栄町）
☎ 84 － 2404☎ 84 － 2404
10時～19時（火～金曜日）10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）10時～18時（土・日曜日）
休館日　月曜日・祝日休館日　月曜日・祝日

（火・日は 12 時～ 13 時まで施錠）（火・日は 12 時～ 13 時まで施錠）

図書館
情報

 シリーズ30万部突破のご当地ルール
シリーズ第 17弾！　2011年に大好
評を博した『北海道ルール』に最新情
報を加えて、大幅リニューアル！「北
海道の旬を斬る！」など、フレッシュ
な魅力満載の決定版です！

 前年との変化が一目でわかる工夫あ
り！ 2015 年の重大ニュースをはじ
め、2016年の知っておきたい大きな
出来事も紹介。さらにパワーアップし
た内容で、楽しみながら、日本と都道
府県の「今」を知ろう！

今月の新着図書 Newly-imported books

天声人語　2015 年 7 月 -12 月・お弁当上手に
なれる本・日本一かんたんなオーブンレシピ（み
なくちなほこ）・異世界でカフェを開店しました。
７（甘沢林檎）・始末 吉原裏同心 24（佐伯泰英）・
ガンゲイル ･オンラインⅣ上（時雨沢恵一）・ま
た次の春へ（重松清）・愚者の連鎖 アナザーフェ
イス７（堂場瞬一）・おかあさんの扉５（伊藤理
佐）・良いかげんごはん（たかぎなおこ）・タッチ
の極み（下澤正幸）・「日本を解体する」戦争プロ
パガンダの現在 WGIP の源流を探る（髙橋史朗）

金田一少年の事件簿 R9（さとうふみや）・明智警
部の事件簿 4（佐藤友生）・暗殺教室 18（松井優
征）・からすのくろいほし（うめつゆい）・わたし
のいえ（カーソン・エリス）・ぼくの天国ポスト（寺
井広樹）・きよき一票を（横山さよ子）・まくらちゃ
んです（とよたかずひこ）・リュックちゃんです
（とよたかずひこ）・さがして！みつけて！インサ
イドヘッド・まほうのかさ（小沢正）・どろろんびょ
ういん　たいへんたいへん（苅田澄子）・チェリー
ひめのかくれんぼ（かとうようこ）

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 新着図書（児童書）新着図書（児童書）

北海道ルール最新版北海道ルール最新版

大沢　玲子大沢　玲子

日本地理データ年鑑 2016日本地理データ年鑑 2016

監修 / 元玉川大学客員教授 松田 博康監修 / 元玉川大学客員教授 松田 博康

今月のおすすめ情報 Recommended information of this month

「ガーデニング＆お花見特集コーナー」設置しました！

　すっかり暖かくなってきた５月。図書館では、お家を鮮や
かに飾るガーデニング本＆お花見特集を紹介します！広い
お庭からプランターまで、季節の彩りを添えてみませんか？
　展示中の本は、もちろん貸し出しもできますので、ご利用
をお待ちしています。

【展示期間】　5月31日（火）まで
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一
本
の
見
え
な
い
線

　
私
と
社
会
で
普
通
に
生
活
さ
れ
て
い
る

方
々
と
の
間
に
は
、
一
本
の
見
え
な
い
線
が

あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
側
に
来
る
の
は
簡
単
で

す
が
、
決
し
て
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
が
犯
し
た
罪
は
道
路
交
通
法
違
反
、
自

動
車
運
転
過
失
致
死
で
す
。
刑
期
は
懲
役
1

年
6
月
で
す
。
自
分
の
罪
を
人
に
伝
え
る
と

き
は
、
で
き
る
だ
け
「
私
は
お
酒
を
飲
ん
で

車
を
運
転
し
、
人
を
殺
し
ま
し
た
」
と
言
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
犯
し
た
愚
か

な
行
為
が
道
路
交
通
法
違
反
と
い
う
曖
昧
な

表
現
や
、
過
失
致
死
と
い
う
難
し
い
表
現
で

は
伝
え
ら
れ
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
私
が
線
を
越
え
た
経
緯
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
平
成
19
年
11
月
、
私
は
い
つ
も

の
よ
う
に
お
酒
を
飲
み
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
り

ま
し
た
。
事
件
を
起
こ
す
以
前
よ
り
飲
酒
運

転
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
飲
酒
運
転
す
る

ル
ー
ト
は
決
ま
っ
て
お
り
、
家
ま
で
5
分
程

度
の
距
離
で
し
た
。

　
運
転
を
す
る
前
に
自
分
の
酒
の
酔
い
具
合

を
確
認
し
、
こ
の
程
度
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ

う
、
と
い
う
甘
い
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
し
、警
察
に
捕
ま
っ
た
こ
と
も
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
何
も
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
自
己
中
心
的
な
考
え
と
、
身
勝
手
な
行
動

の
積
み
重
ね
で
飲
酒
運
転
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
飲
酒
運
転
に
対
し
、
厳
罰
化
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
捕
ま
ら
な
け
れ
ば
良
い
と

い
う
考
え
が
根
底
に
あ
り
ま
し
た
。
福
岡
で

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が
あ
り
、
連

日
報
道
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
自

分
は
あ
ん
な
無
茶
な
運
転
は
し
な
い
か
ら
」

と
他
人
事
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
日
も
、
そ
ん
な
愚
か
で
浅
は
か
な
考

え
で
運
転
を
始
め
ま
し
た
。
店
の
駐
車
場
を

出
て
、
い
つ
も
の
慣
れ
た
道
を
運
転
し
て
い

ま
し
た
。
広
め
の
片
道
一
車
線
の
直
線
道
路

で
、
慣
れ
て
い
た
せ
い
か
前
方
を
注
視
す
る

こ
と
な
く
漫
然
と
車
を
進
め
て
行
く
と
突

然
「
ド
ン
」
と
い
う
衝
撃
を
感
じ
、
す
ぐ
に

車
を
止
め
ま
し
た
。
初
め
は
歩
道
が
工
事
中

だ
っ
た
の
で
パ
イ
ロ
ン
か
何
か
に
ぶ
つ
か
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
車
か
ら
後
ろ
を

見
る
と
数
人
が
騒
い
で
お
り
、
近
く
に
寄
っ

て
話
を
聞
く
と
、
ぶ
つ
か
っ
て
転
ん
だ
と
言

わ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、そ
ん
な
軽
く
当
た
っ

た
よ
う
な
衝
撃
で
は
な
か
っ
た
の
で
周
囲
を

見
渡
す
と
、
道
路
の
真
ん
中
で
人
が
倒
れ
て

い
る
の
が
見
え
、
私
が
車
で
は
ね
て
し
ま
っ

た
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
救
急
車

を
呼
び
、
と
に
か
く
生
命
だ
け
は
助
か
っ
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
救
命
処
置
を
行

い
、
救
急
車
が
来
て
搬
送
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
私
は
、
自
分
の
し
た
こ
と
を
自
覚
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、警
察
に
電
話
し
ま
し
た
。

逮
捕
さ
れ
た
後
も
、
生
命
だ
け
は
助
か
っ
て

ほ
し
い
と
祈
っ
て
い
ま
し
た
が
、
翌
日
、
警

察
の
方
か
ら
亡
く
な
っ
た
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
見
え
な
い
一
線

を
越
え
て
い
た
の
で
す
。

　
ご
遺
族
の
方
々
に
は
、
直
接
ま
た
は
手
紙

に
て
謝
罪
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
結
局
果
た
せ
な
い
ま
ま
現
在
に
い
た
っ

て
お
り
ま
す
。
裁
判
の
後
に
、
傍
聴
席
に
向

か
い
、
頭
を
下
げ
た
以
外
何
も
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
示
談
に
関
し
て
も
、
保
険
会
社
と

弁
護
士
と
の
話
し
合
い
の
最
中
で
ま
だ
成
立

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
失
っ
た
も
の
は
と
て
も
多
く
、
私
に
は
妻

と
二
人
の
子
供
が
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

離
婚
し
て
お
り
ま
す
。
仕
事
の
方
は
通
常
で

し
た
ら
懲
戒
免
職
で
す
が
、
何
と
か
依
願
退

職
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
復
帰
後

は
、
前
科
持
ち
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
信
頼
を
回
復
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
数
ヶ
月
は
ま
だ
自
由

の
な
い
生
活
が
続
き
ま
す
が
、
奪
っ
た
も
の

に
対
し
て
の
代
償
と
し
て
は
到
底
足
り
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
生
き
続
け
る

限
り
償
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
、
こ
れ
を
読
ま
れ
て
い
る
方
々
の
中
に

も
、こ
れ
ま
で
に
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
」、「
少

し
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
気

持
ち
で
交
通
違
反
を
し
た
こ
と
が
あ
る
方
が

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
と
き

何
も
起
き
な
か
っ
た
の
は
、
だ
だ
の
偶
然
で

す
。
二
度
と
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
運
転
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
特
に
飲
酒
運
転
だ

け
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
少
し
で

も
私
の
よ
う
な
飲
酒
運
転
事
犯
者
が
減
り
、

ま
た
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
悲
し
む
被
害
者

が
出
な
い
よ
う
に
願
い
つ
つ
、
私
は
努
力
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

                

R
・
O　
　
会
社
員
（
31
歳
）

　
㈶
東
京
交
通
安
全
協
会
「
贖
い
の
日
々
」
よ
り

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
交
通
事
故
。

皆
さ
ん
は
、
そ
の
報
道
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
？

「
も
し
、
そ
の
交
通
事
故
の
加
害
者
が
自
分
だ
っ
た
ら
」。

明
日
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
、
遺
族
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

広
報「
お
う
む
」で
は
、実
際
に
事
故
の
加
害
者
と
な
っ
た
人
の
手
記
を
紹
介
し
、

交
通
事
故
防
止
へ
の
込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
ま
す
。

お金を借りたら返さなく
てはならないことは

当然です。これは、借用書や契約
書のありなしにかかわらないので
すが、では、口約束でお金を貸す
ことはどうなのでしょうか。
　もちろん、口約束でお金を貸す
ことも法律上、有効ではあります。
しかし、お金を貸したにもかかわ
らず、借りた者が「借りた覚えは
ない」と嘘をついた場合、最終的
には裁判でお金を回収するほかあ
りません。この裁判の中で、貸主
は、お金を渡したことと、それを
返す約束をしたことの二点を、自
分で証明しなければなりません。
そして、この証明がうまくできな
かった場合、裁判では、貸主がお
金を貸していないと判断され、結
局お金は戻ってこないこととなっ
てしまいます。
　この点、借用書や契約書があれ

ば、比較的簡単にお金を貸したこ
とを証明できます。しかし、これ
がないと、その証明は非常に難し
いこととなります。これで、借用
書や契約書を作ることが大切か、
わかっていただけると思います。
　では、借用書や契約書にどのよ
うな事を記載すればよいのでしょ
うか。ざっと挙げますと、①当事
者（貸主・借主）の住所氏名、②
いつ、いくら貸したのか、③弁済
期日はいつか、④利息はとるのか、
とるとすればその利率はどれだけ
か、この四点は最低限記載する必
要があるでしょう。その上で、相
手方（借主）の署名と捺印をもら
うことが大切です。そうすれば、
後で自分はそんなものを書かな
かったとは言いづらいからです。
　このコラムをご覧になって、

「私、借用書を作らずにお金を貸
してしまった！」と、心配になる

田村　秀樹弁護士
紋別ひまわり基金法律事務所

無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277　　
5 月 10 日㈫・6 月 7 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議5 月 10 日㈫・6 月 7 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議室室

　認知症患者は、2025 年に全国で 700 万人を

突破し、65 歳以上の 5 人に 1 人が認知症になる

と予測されており、大変深刻な問題です。

　当地域包括支援センターでは、本人や家族など

からの認知症についてのさまざまな相談を

受け付けています。また、認知症サポー

ター養成講座を開催し、認知症の方

の症状や認知症の方への望まし

い接し方をわかりやすく説明

し、認知症サポーターとし

ての役割とは何かなどを

1 時間 30 分程度で実

施しています。

STOP！交通事故

そ
の
交
通
事
故

も
し
、
自
分
だ
っ
た
ら

方もいらっしゃるかもしれませ
ん。心当たりのある方は、今か
ら借主に申し入れて借用書などを
作ってもらうのも一つの方法で
す。また、「借用書」「契約書」と
いう形式にこだわらなくても、返
済を受けたときに「○月○日金○
○円の借入金の残金が○○円であ
ることを確認します」と書いても
らったうえで署名をもらうだけで
も十分な証拠になります。要する
に、お金の貸し借りがあったこと
を相手に書いてもらうことが大切
なのです。

地域包括支援センターだより

なるほど !くらしの法律相談【 第49回 】

地域包括支援センター　☎ 84‐ 4495

今月の担当

　
　
　
　
　
　
新
連
載

　講座や相談を希望する人は、気軽にご連絡いた

だければ対応いたします。

　これらを実施することにより、地域の住民全体

の福祉力向上へとつなげて行きたいと考えており

ますので、認知症の理解を深め一緒に助け合い、

一緒に考えていきましょう。皆さまからのご連絡

をお待ちしています。

認知症について一緒に考えてみませんか？

雄武町地域包括支援センター
（役場庁舎別館内）　☎ 84 ‐ 4495

※�緊急時の電話相談は 24 時間受け付けして
います。
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「
社
長
の
技
術
を
全
て
身
に
付

け
て
、
社
長
に
楽
を
さ
せ

て
あ
げ
た
い
で
す
」。

　
昨
年
の
３
月
に
雄
武
高
校
を
卒
業

後
、
７
月
ま
で
漁
師
と
し
て
ホ
タ
テ

漁
船
に
乗
り
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

も
と
も
と
車
が
好
き
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、11
月
に
曙
工
業
へ
転
職
。「
今

は
す
ご
く
仕
事
が
充
実
し
て
い
て
、

す
べ
て
の
こ
と
が
新
鮮
で
楽
し
い
で

す
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
現
在
の
仕
事
は
、
車
の
板
金
作
業

が
中
心
。「
ボ
デ
ィ
ー
の
へ
こ
み
や

ゆ
が
み
を
、
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
い
た

り
伸
ば
し
た
り
し
て
、
元
通
り
に
修

復
す
る
作
業
を
し
て
い
ま
す
。た
だ
、

そ
の
後
に
修
理
箇
所
を
き
れ
い
に
塗

装
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
作
業
は
ま

だ
入
社
し
た
ば
か
り
で
技
術
が
な
い

の
で
、
早
く
先
輩
方
の
よ
う
に
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

　
「
ま
だ
仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
な

の
で
、
今
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
一

生
懸
命
す
る
だ
け
で
す
が
、
一
日
で

も
早
く
社
長
や
先
輩
方
の
技
術
を
身

に
付
け
て
、
一
人
前
に
な
り
た
い
。

ま
た
、
社
長
が
新
し
い
事
業
も
始
め

た
の
で
、
そ
の
仕
事
も
精
い
っ
ぱ
い

や
り
た
い
で
す
ね
」
と
意
気
込
み
ま

す
。

　
「
将
来
は
、
整
備
士
の
資
格
な
ど

を
取
っ
て
い
き
た
い
。
で
も
、
ま
ず

は
大
型
運
転
免
許
で
す
ね
」
と
若
い

力
は
新
し
い
挑
戦
に
意
欲
を
燃
や
し

ま
す
。

Fresh Talk
フレッシュトーク

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

曙工業勤務

橋
は し も と

本 大
だ い き

輝 さん
（魚田）

Art Museum
小さな美術館　～沢木小学校～

　
4
月
1
日
か
ら
い
よ
い
よ
私
の
雄

武
町
で
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
（
観

光
推
進
支
援
員
）」
と
し
て
の
仕
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
の
さ
ま
ざ
ま

な
方
に
ご
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
観

光
協
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
手
を
つ
け
始
め
た
り
と
、
ま

ず
は
雄
武
町
が
ど
の
よ
う
な
町
な
の

か
を
内
外
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う

工
夫
を
施
す
仕
掛
け
を
作
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
真
っ
先
に
仕
上
げ
た
い
こ
と
が
観

光
協
会
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

す
。
ド
メ
イ
ン
と
い
う
ネ
ッ
ト
上
の

住
所
に
あ
た
る
も
の
を
「
雄
武
町
」

ら
し
く
し
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
も
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
も
見
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
に
作
り
直
し
て
い
る
最
中

で
す
。
雄
武
町
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

みんなのひろば

地域おこし協力隊が行く！

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～

Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～大きくなったら～

ト
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
活
動
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
サ
イ
ト
と
し
て
、
動

的
な
要
素
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん

だ
サ
イ
ト
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
町
民
の
方
が
撮

ら
れ
た
写
真
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
雄
武
町
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
ツ
ー
ル
の
ひ
と

つ
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。
写
真
の
募
集
を

始
め
る
際
に
は
、
こ

こ
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

写
真
は
一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
く
観
光

協
会
の
仲
間
で
す
。

中
央
が
後
藤
局
長
、

右
が
髙
田
次
長
、
左

が
佐
藤
で
す
。

　

皆
さ
ま
、
観
光
協

会
を
ご
ひ
い
き
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

地域おこし協力隊

　　　佐
さ と う

藤 　寧
やすし

やなぎはら
 あいら ちゃん

お
人
形
屋
さ
ん

いとう
 いおり ちゃん

ケ
ー
キ
屋
さ
ん

くにい
 あずさ ちゃん

ケ
ー
キ
屋
さ
ん

わたなべ
 そらと くん

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ゴ
ー
ス
ト

「クビナガキリン」

佐藤 大志くん（3 年）

「くびなが
　きょうりゅう」

村上 威吹くん（2 年）

「あの人気キャラクター
　ふなっしー」

竹田 琉莞くん（3 年）

「ねずみがへびに
　にらまれている」

藤島 有那さん（2 年）

「ライオンと
　ゆかいな
　　なかまたち」

藤島 凪沙さん（3 年） 

観光推進
支援員

観光推進支援員
佐藤　寧

事務局長
後藤　匡利

事務局次長
髙田　勉

早
く
技
術
を
身
に
付
け
て

社
長
に
楽
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
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5月 9日月 ♡仲良し親子教室　10：00～

11日水 ♡仲良し親子教室　10：00～

12日木 ☆けん玉検定　16：00～

13日金 ♡仲良し親子教室　10：30～

☆一輪車検定　16：00～

14日土 ☆一輪車検定　10：00～

☆卓球教室　14：00～

16日月 ♡仲良し親子教室　10：00～

17日火 ♡読み聞かせフムフムの会　11：00～

18日水 ♡仲良し親子教室　10：00～

19日木 ◉乳幼児健康診査　12：30～

20日金 ♡仲良し親子教室　10：30～

21日土 ☆ルンルンクッキング　9：45～

☆サッカー教室　14：00～

23日月 ♡仲良し親子教室　10：00～

♣生きがい大学　10：30～

24日火 ♡助産師子育て講話　10：00～

25日水 ♡仲良し親子教室　10：00～

☆けん玉検定　16：00～

27日金 ♡仲良し親子教室　10：30～

28日土 ☆一輪車講習会　13：30～

30日月 ☆仲良し親子教室　10：00～

31日火 高齢者健康運動教室（ホテル日の出岬）9：30

開
催
場
所　

◉
役
場
　
♣
町
民
セ
ン
タ
ー　

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☆
児
童
セ
ン
タ
ー
　
♠
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内 科
（ 服 部 医 師 ） 毎週月～水曜日の診療となります。

内　　　　科
（ 高 井 医 師 ） 毎週木～金曜日の診療となります。

外科・整形外科
（ 桂 巻 医 師 ）

6 日㈮終日、10 日㈫ 13 時から 15 時 30 分、
20 日㈮の午後は不在となります。
※毎日 10 時 30 分～ 11 時 30 分までは病棟回診時間となります。

小 児 科 毎週月曜日が 1 日診療、金曜日が午後のみ診
療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日の午後のみ診療となりますが、19
日㈭は休診となります。

　イベントカレンダー

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
　   大場サカエ 　92 歳（宮下町）
　渡辺　友定　 89 歳（魚田）
　遠藤理津子　 45 歳（宮下町）
　小田切　司　 82 歳（末広町 2 区）
　有馬　誠一　 66 歳（緑町）
　高橋　テツ　 95 歳（新日の出町）

※�出生は、出生日を含めて 14 日以内、死亡は、死亡を知っ
た日から 7 日以内に届け出をしてください。

　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

　☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

 5 月 26 日 ㈭　雄武町民センター
 優良運転者講習　12：30 ～ 13：00
 違反運転者講習　13：20 ～ 15：20

　☞ 人口と世帯数（4 月 30 日現在）※住民基本台帳人口

　☞ 戸籍の窓口（4 月 1 日～ 4 月 30 日届け出分）※敬称略

　☞ 寄付（3 月 26 日～ 4 月 25 日受付分）　※敬称略

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
　岸田みゆき（沢木）
　大場　利昭（宮下町）

5 月 17 日㈫ 10：00 ～ 16：00
遠軽町保健福祉総合センター　

　☞ 役所への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

行政相談所　5 月 10 日㈫ 13：30 ～ 15：30
役場町民ホール　行政相談委員　近江谷　春夫

人　口 4,603 人（日本人 4,425 人、外国人 178 人）
（前月比 34 人増 / 前年比 113 人減）

　男 2,166 人（日本人 2,117 人、外国人　49 人）
（前月比 2 人増 / 前年比 82 人減）

　女 2,437 人（日本人 2,308 人、外国人　129 人）
（前月比 32 人増 / 前年比 31 人減）

世帯数 2,249 戸（日本人 2,086 戸、外国人 163 戸）
（前月比 52 戸増 / 前年比 29 戸減）

◎診療時間　8：30 ～ 12：00（受付 11：30 まで） 13：30 ～ 17：15（受付 16：15 まで）

12 日木 進路説明会（紋別）
13 日金 緑の羽募金街頭募金
17 日火 スマホ・ケータイ安全教室
18 日水 授業公開週間（～ 20 日金）
24 日火 高体連壮行会
26 日木 高体連集約大会（～ 28 日土）
30 日月 きらめき我が町事業参加

第 230 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」

◉24名に入学許可！
　4月8日㈮、平成28年度北海道雄武高
等学校入学式が挙行され、大いなる希望を
胸に24名（男子11名・女子13名）の初々
しい雄武高校生が誕生しました。桑井美彦
校長から「大きな夢を目標に変えて、日々
努力してほしい」と願いを込めた式辞が述
べられ、中川原秀樹雄武町長さまからは「学
び方を学ぶ」という意識を持ち、日々過ご
してもらいたいと祝辞をいただきました。
内野尊徳PTA会長からは「失敗と後悔は
経験を積むということ。苦手なこと、面倒
なことでも、好きなことをするような気持
ちで挑戦してほしい」と激励の言葉をいた
だきました。新入生代表の木村智哉君は入
学者宣誓の中で「何事にも努力を惜しまず、
向上心を持ち、仲間と協力し挑んでいきた
いと思います」と述べました。厳粛な中に
も温かさのあふれる入学式でした。

❖編集後記

Editor's note

◉ようこそ！雄武高校へ
１年A組担任　吉川　順子

　24名の新入生の皆さん、そして保護者の皆さ
ま、ご入学おめでとうございます。期待と緊張、
ほんの少しの不安の中でスタートした高校生活
の、最初の１カ月が過ぎました。この先３年間の
高校生活で皆さんはどのような成長を遂げるので
しょうか。社会に出る前の総仕上げの大事な３年
間でもあります。日々の自分自身を振り返り、将
来に向けて大きな夢を描き、高校生の今しかでき
ない貴重な経験をたくさん積んで、楽しく充実し
た高校生活を送ってほしいと願っています。そし
て、学年団一丸となって皆さんの頑張りをサポー
トします。どうぞ、よろしくお願いします。

◉着任者紹介！よろしくお願いします
　校長　　　　桑井　美彦（前任校：恵庭北高校）
　保健体育科教諭　富士原陽祐（新採用）
　英語科教諭　清水　　実（期限付き）

OUMU High School
５
月
の
行
事
予
定

▼先月、熊本県を中心に発生した最
大震度 7の地震。テレビなどを通
じて映し出される被災状況を見て、
身震いを覚えました。オホーツク海
側は比較的地震の少ない地域です
が、対岸の火事ではなく、日ごろか
らの備えが重要だと、改めて再認識
させられました。（櫨山）
▼世間では、5月2日㈪と6日㈮を
含めて大型連休となる人もいるよう
です。これを書いているのは４月末
ですが、現時点で私の予定はまっさ
ら。この広報紙が皆様のお手元に届
くころには、いいゴールデンウィー
クだったと言いたいものです。（結城）

375 便　羽田発　10：45　→　紋別着　12：30
376 便　紋別発　13：25　→　羽田着　15：15

オホーツク紋別空港ダイヤ

お得な料金プラン
旅割 75 13,790 円～
旅割 55 14,490 円～
旅割 45 15,190 円～
旅割 28 17,190 円～
シニア空割 19,290 円～
スカイメイト 24,840 円～

※�羽田空港施設利用料金 290 円（小
児 140 円）が別途加算されます。

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 12：15
紋別空港着 12：32
紋別空港発 12：40
紋別バスターミナル着 12：57

　☞ 今月の町税の納期　　問税財管理課収納係

固定資産税（第1期分）・軽自動車税（全期分）
口座振替日：5 月 30 日㈪
※町税は納期内にきちんと納めましょう
※�納期内に納税できない事情のある人は、事前に収

納係にご相談ください。
※�町税の納付には、手続きが簡単で便利な口座振替

制度をご利用ください。
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）
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一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　 昭和 46年 3月 19日制定
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